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四
国
家
管
理
と
資
産
評
価

む
す
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

電
力
企
業
は
、

そ
の
技
術
的
な
性
格
か
ら
、
莫
大
な
設
備
資
産
を
必
要
と
し
使
用
資
本
が
多
額
と
な
り
、
所
有
資
産
の
う
ち
有
形
固
定

資
産
の
占
め
る
割
合
が
庄
倒
的
に
大
き
い
。
例
え
ば
、
わ
が
国
最
大
の
電
力
企
業
で
あ
っ
た
東
京
電
燈
で
は
昭
和
五
年
当
時
で
資
産
合
計

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
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)

に
占
め
る
建
設
費
の
割
合
は
八
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
加
え
て
、
電
力
企
業
に
お
け
る
設
備
資
産
の
耐
用

年
数
は
、
特
に
発
電
設
備
、
送
電
設
備
に
あ
っ
て
は
数
十
年
に
も
わ
た
る
と
い
う
よ
う
に
、
長
期
間
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
電
力
企
業
で
は
同
定
資
産
の
会
計
処
理
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
明
治
中
頃

の
電
燈
会
社
の
設
立
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
電
力
企
業
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
な
台
、
本
稿
に
続
い
て
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
九
電
力
企
業
に
お
け
る
減
価
償
却
に
つ
い
て
の
別
稿
を
予
定
し
て
お
り
、
本
稿
は
、
時
期
的
に
は
わ
が
国
電
力
企
業
の
減
価

償
却
に
つ
い
て
の
分
析
の
前
段
を
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

1

)

 

『
本
邦
電
気
供
給
事
業
一
一
関
ス
ル
調
査
』
東
京
市
政
調
査
会
、
昭
和
一
七
年
、
一
ニ
O
四
ペ
ー
ジ
。

電
燈
会
社
の
成
立
と
減
価
償
却

わ
が
国
の
電
燈
事
業
は
、
第
1
表
に
示
す
よ
う
に
、
明
治
一
九
年
に
東
京
電
燈
株
式
会
社
が
営
業
を
開
始
し
、
二
一
年
に
は
神
戸
電
燈

株
式
含
社
、
二
ニ
年
に
は
大
阪
電
燈
株
式
会
社
、
京
都
電
燈
株
式
会
社
が
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
名
古
屋
、
横
浜
な
ど
の

地
方
都
市
で
電
燈
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
二
八
年
末
に
は
三

O
社
あ
ま
り
の
電
燈
会
社
が
開
業
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
電
燈
会

社
の
規
模
は
、
大
都
市
の
電
燈
会
社
と
地
方
都
市
の
電
燈
会
社
で
は
害
し
い
差
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
収
益
性
に
お
い
て
も
、
大
都
市

の
電
燈
会
社
の
利
益
率
(
払
込
資
本
金
に
対
す
る
益
金
割
合
)
が
、
例
え
ば
京
都
電
燈
で
は
五
二
・
九
パ

i
セ
ッ
ト
、
大
阪
電
燈
三
凹
・
一
ニ
パ

1
セ
ン
ト
、
神
戸
電
燈
三
ニ
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
電
燈
一
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
き
わ
め
て
高
い
値
を
実
現
し
て
い
た
の
に
対
し

て
、
地
方
都
市
の
電
燈
会
社
は
ほ
と
ん
ど
が
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
利
益
率
と
な
っ
て
い
た
。
大
都
市
の
電
燈
会
社
が
高
利
益
率
を
基

礎
と
し
て
一

i
二
割
の
高
配
当
を
実
施
し
て
い
た
状
況
が
第
l
表
か
ら
わ
か
る
。



明治28年末に於ける篭燈会社め状況

社

第1表

名 :1~~)i~ I原動力|枠制調|相官|智[供給戸
3，515 電京東

802 1.1 3.22 29 43 180 同21. 燈電戸神

5，246 1.71 3.43 96 147 560 同

火力
水力

火力

5 22. 燈電阪大

3，077 2.0 5.29 37 58 

26 

140 7 22. 燈電都京

1，280 0.8 2.25 13 116 22. 12 名古屋電燈

戦
前
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257 0.8 2.14 12 19 112 同4 23. 燈電JI! 品

699 0.3 2.48 26 50 210 !ilJ 23. 10 横浜共同電燈

311 0.2 1. 00 4 20 80 同23. 12 燈電JI! 深

264 

215 

無配

0.6 

0.35 

1. 60 

1 

6 

12 

1 

57 

75 

同

同

同

7 

7 

24. 11 

24. 

熊本電燈I24. 

富士製紙江別金
山工場電燈部

箱根電燈発電所I25. 

燈電国帝

21 0.3 1 7 水力6 

129 無配0.80 1 3 25 同

水力
火力

水力

9 26. カ電光日

63 無配1. 43 1 3 14 3 27. 燈電橋豊

386 0.2 0.71 1 3 28 5 27. 燈電生桐

354 0.3 0.71 1 5 28 同

火力
水力

火力

5 27. 燈電橋前

221 0.5 1. 33 3 6 45 7 27. 燈電ぷ品、
口

山
山イ

210 0.4 1. 25 4 8 64 27. 燈電崎長

401 0.5 1. 33 2 6 30 同27.一燈電阜岐

598 0.4 1. 20 3 8 50 同27.一燈電堺

292 0.5 1. 33 2 58 30 同27.一燈電長奈

471 0.4 1. 33 3 10 45 同27.一燈電山岡

471 0.3 0.64 2 13 63 同27.一燈電島広
一
一一

212 0.2 0.50 1 5 40 水力28. 11 t三電島干高

536 0.5 1. 00 2 6 40 火力28.一燈電島徳

330 無配0.89 1 1 23 同28.一燈電江松
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名|日動力開制平副拍子炉戸4
※八王子電燈 29.一 同 30 2 1 無配 208 

※高松電燈 29.一 火力 55 6 210.73 0.2 294 

※浜松電燈 同 20 

※函館電燈所 同 76 

※馬関電燈 1，;] 42 

※小樽電燈合 l司 50 

※札幌電燈 同 13 

計 34社水 7社 3，648 火水 3社
※印は明治二九年末の計数，合計の計数は不詳分を除く，空白欄は不詳。

三宅情輝『電力コンツェルン読本~ (昭和12年)47~49ページ。

注 (1)

(2) 

四

ま
た
、

わ
が
国
電
気
事
業
の
創
設
期
で
の
利
益
率
の
状
況
を
第
2

表
に
よ
っ
て
あ
と
づ
け
る
。
第
2
表
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の
電
燈

会
社
は
、
電
燈
需
要
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
大
幅
に
企
業
数
が
増
大
し

て
い
く
な
か
で
、
安
定
し
た
収
益
性
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
明
治
二
五
年
以
降
は
概
ね
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
利
益
率
を

実
現
し
て
い
た
。

減
価
償
却
は
、
以
上
の
よ
う
な
状
、
況
の
も
と
で
少
数
の
大
都
市
に

あ
る
大
規
模
で
高
収
益
を
実
現
し
て
い
る
企
業
に
よ
っ
て
導
入
さ

れ
、
企
業
資
本
の
充
実
の
た
め
に
積
概
的
な
役
割
を
は
た
し
た
。
す

な
わ
ち
、
次
に
指
摘
す
る
よ
う
に
大
阪
電
燈
、
京
都
電
燈
で
は
複
式

簿
記
の
導
入
と
と
も
に
い
ち
は
や
く
償
却
金
の
計
上
を
実
施
し
、
資

本
の
蓄
積
を
進
め
て
い
っ
た
。

川
大
阪
電
燈

大
阪
電
燈
株
式
会
社
で
は
明
治
二
の
年
の
創
立
時
の
定
款
に
お
い

て
「
出
納
計
算
ハ
複
式
簿
記
法
ニ
依
リ
正
確
明
瞭
ニ
整
理
ス
へ
シ
」

(
第
五
三
条
〉
と
規
定
し
、
複
式
簿
記
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
営
業

損
益
計
算
の
実
施
、

ま
た
相
当
の
純
益
が
あ
る
と
き
に
つ
い
て
積
立



全国電燈会社利益率

明治 社数 払込資本金 (円〉 益 金(円〉 対利払益込率資本C%金) 

20 1 122，000 15，836 12.9 

21 2 380，000 29，728 7.8 

22 3 555，000 55，095 9.9 

23 8 1，343，171 51， 141 3.8 

24 9 1， 545， 902 98，025 6.3 

25 11 1，674，713 178，591 10.6 

26 11 1，908，140 242，162 12.1 

27 20 2，409，699 271，335 11. 2 

28 24 3，021，341 356，031 11. 7 

29 29 4，197，079 513，495 11. 2 

30 41 5，536，138 614，999 11.1 

31 45 6，343，032 780，130 12.4 

32 46 7，165，524 855，767 11. 9 

33 50 8，043，442 1， 043， 379 12.8 

34 49 9，150，042 1， 133， 752 12.4 

35 59 10，586，879 1，380，338 13.0 

第2表

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

注 (1) W 日本帝国第一二次統計年鑑~ 775~7頁， r同一七次J899~904頁， r同
二二次J881 ~7 ページより計算作成，利益率は小数2 位以下切捨。

(2) 朽木清「創設期日本電気事業における国家の役割と企業形態について

一日本電気事業統制小史(1)ーJ W経営研究~ c大阪市立大商学部〉第60
号， 38ページ。

定金
しを
て設
¥ \~定
た~す
る

と
を
規

す
な
わ
ち
、
定
款
の
第

五
九
条
に
起
業
資
本
積
立

金
と
非
常
準
備
積
立
金
の

二
種
の
積
立
金
を
規
定
し

て
い
た
。
起
業
資
本
積
立

金
は
毎
期
純
益
の
百
分
の

一O
よ
り
三

O
ま
で
を
起

業
費
の
金
額
に
な
る
ま
で

積
立
て
る
も
の
と
し
、

工

場
改
築
も
し
く
は
機
械
の

改
良
な
ど
の
た
め
に
興
業

費
と
し
て
必
要
の
あ
る
場

合
の
み
株
主
総
会
の
決
議

を
以
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
非
常
準

五
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ム

ノ¥

備
積
立
金
は
、
毎
期
純
益
の
百
分
の
五
よ
り
一
五
ま
で
の
割
合
を
積
立
て
、
非
常
の
災
害
に
遭
遇
し
、
巨
額
の
修
繕
費
を
必
要
と
し
、
営

業
費
を
以
て
支
弁
で
き
な
い
場
合
に
、
株
主
総
会
の
決
議
を
以
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
大
阪
電
燈
で
は
明
治

二
二
年
下
半
期
よ
り
積
立
を
実
行
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
創
立
定
款
に
始
ま
る
こ
の
積
立
金
は
明
治
二
六
年
の
定
款
変
更
に
よ
っ
て
、
配
当
補
充
及
び
準
備
の
二
種
と
し
、
配
当
補

充
積
立
金
の
割
合
は
株
主
総
会
の
決
議
を
以
て
定
め
、
準
備
積
立
金
は
利
益
金
の
二

O
分
の
一
以
下
に
減
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
記
の
起
業
資
本
積
立
金
、
非
常
準
備
積
立
金
の
一
部
を
起
業
費
に
振
替
え
、
起
業
費
全
部
を
鎖
却
し
、
残

額
を
準
備
積
立
金
と
し
て
毎
期
累
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
阪
電
燈
の
減
価
鎖
却
は
、
こ
の
積
立
金
の
計
上
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
大
阪
電
燈
の
社
史
は
次
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
。

「
会
社
創
立
当
時
に
於
て
は
、
固
定
資
本
に
対
す
る
減
価
鎖
却
は
、
火
災
其
他
損
害
を
生
し
た
る
場
合
、
之
を
帳
簿
面
よ

り
控
除
す
あ
の
み
な
り
し
か
、
明
治
二
六
年
七
月
の
株
主
総
会
に
於
て
特
に
鎖
却
の
必
要
あ
る
場
合
、
之
を
配
当
補
充
積
立
金
中
よ
り
控

除
す
る
事
に
決
議
せ
り
し
。
す
な
わ
ち
、
「
機
械
器
具
減
価
鎖
却
の
必
要
を
生
せ
し
際
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
配
当
補
充
積
立
金
よ

り
控
除
す
る
事
と
定
め
し
か
、
後
該
積
立
金
を
一
時
機
械
器
具
鎖
却
積
立
金
と
改
称
し
、
同
時
に
配
当
補
充
積
立
金
の
二
高
円
を
利
益
金

に
振
替
へ
、
更
に
機
械
器
具
鎖
却
積
立
金
を
二
蔦
五
千
円
と
せ
り
」
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
「
商
法
の
規
定
に
違
反
す
る
を
以
て
、

明
治
二
九
年
下
期
よ
り
、
機
械
器
具
鎖
却
積
立
金
の
制
を
設
け
毎
期
積
立
を
為
す
事
と
改
む
。
明
治
一
一
八
年
上
期
に
於
て
、
周
期
利
益
金

を
以
て
、
会
社
使
用
器
具
の
鎖
却
を
為
せ
し
事
あ
り
。
明
治
コ
三
年
上
期
に
於
て
、
発
電
所
機
械
其
他
の
減
価
損
金
を
計
上
せ
し
に
計
六

高
七
千
余
円
に
上
り
た
る
を
以
て
、
前
期
迄
に
積
立
た
る
機
械
器
具
減
価
鎖
却
積
立
金
四
高
一
千
円
及
同
期
財
産
収
入
を
以
て
全
部
鎖
却

を
了
せ
り
L
。
ま
た
、
同
時
に
積
立
金
を
新
た
に
配
当
補
充
積
立
金
お
よ
び
準
備
積
立
金
の
二
種
と
し
た
。



明
治
三
六
年
に
は
、
博
覧
会
の
た
め
料
金
収
入
の
増
加
に
よ
り
従
来
と
同
率
の
配
当
を
実
施
し
た
う
え
に
一
一
万
円
の
積
立
金
と
一
万

六
百
円
の
減
価
鎖
却
を
計
上
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、

「
明
治
三
八
年
下
半
期
に
於
て
、
炭
価
騰
貴
の
為
、
収
益
激
減
せ
し
か
は
、
配
当

準
備
積
立
金
九
高
五
千
円
の
内
、
六
高
五
千
円
を
利
益
配
当
に
充
当
し
、
其
後
之
か
積
立
を
為
さ
h

り
し
為
、
積
立
金
は
準
備
積
立
金
の

み
と
な
れ
り
。
明
治
四
捨
年
下
期
に
至
り
、
配
当
補
充
積
立
金
を
機
械
及
船
価
鎖
却
積
立
金
に
変
更
す
る
と
共
に
、
更
に
別
途
積
立
金
を

設
く
る
こ
と
与
せ
り
」
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
減
価
鎖
却
の
計
上
は
第
3
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
額
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
四
二
年
下

期
よ
り
大
幅
な
減
価
鎖
却
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
社
史
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
明
治
「
四
拾
二

年
七
月
、
北
区
に
大
火
あ
り
、
会
社
の
資
産
に
甚
大
な
る
損
害
を
蒙
り
た
る
も
、
幸
ひ
門
司
支
官
事
業
売
却
に
依
る
収
益
あ
り
し
為
、
拾

六
蔦
二
千
円
の
減
価
鎖
却
、

八
高
円
の
積
立
金
、

三
高
五
千
余
円
の
後
期
繰
越
を
為
し
、

尚
ほ
一
割
五
分
の
配
当
を
行
ふ
を
得
た
り
」
3

そ
の
後
、

「
減
価
鎖
却
の
必
要
主
品
唱
し
、
以
て
会
社
費
産
の
内
容
を
整
へ
、
会
社
永
遠
の
利
益
を
計
ら
ん
」
と
の
主
冒
よ
り
、
配
当
を

(
9
)
 

一
割
二
分
に
減
じ
て
減
価
鎖
却
を
充
実
し
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
大
正
二
年
下
半
期
に
は
、

「
機
械
減
価
鎖
却
に
拾
一
高
円
、
船
価
鎖
却
に
五
高
円
を
充
当
し
、
残
余
の
積
立
金
は
之
を
法
定

積
立
金
、
別
途
積
立
金
、
特
別
積
立
金
の
三
種
と
し
、
準
備
積
立
金
を
法
定
積
立
金
に
振
替
へ
、
別
途
積
立
金
は
其
偉
と
し
他
日
の
配
当

補
充
に
当
厳
め
、
特
別
積
立
金
は
需
用
家
の
便
益
に
貢
献
せ
ん
が
為
、
他
日
の
料
金
低
減
及
割
戻
準
備
と
せ
り
」
。
こ
の
結
呆
、
「
積
立
金

総
額
二
百
五
拾
四
高
四
千
円
を
計
上
し
、
減
価
鏑
却
金
亦
累
計
一
百
三
余
蔦
円
に
上
り
、
会
社
資
産
の
内
容
は
益
々
充
実
し
来
り
、
発
展

を
将
来
に
侯
つ
処
頗
る
多
か
り
し
」
。

大
阪
電
燈
の
高
水
準
の
減
価
償
却
は
、
大
正
期
に
入
っ
て
も
増
大
し
、
大
正
一
二
年
の
大
阪
市
お
よ
び
大
同
電
力
へ
の
会
社
事
業
の
譲

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

七
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第
3
表
大
阪
電
燈
の
経
理
状
況
(
明
治
期
)

111 <
 (
単
依
:
円
〉

期
別
両
司
五
立
金
|
借
入
金
(
蹴
資
産
|
収
入
金
|
支
出
金
|
一
開
E271
制金|

内リハU

nHUAHU 

nUAU 

AHUAリ

nLAU 

噌'ムハソ白

期期
上下

山旧年

明辺
900 

2 ，000 

4 ，100 

6 ，600 

9，600 

16 ，600 

25 ，300 

35 ，530 

20 ，000 

29
，000 

34 ，000 

43，000 I
 

53，000 I
 

63，000 I
 

68，000 I
 

上
期

23
年
下
期

上
期

24年
下
期

上
期

25年
下
期

上
期

26
年
下
期

2
7年
上
期

下
期

28
年31 
29
年

300，000 

300，000 

308 ，000 

320，000 

320 ，000 

320，000 

360 ，000 

360，000 

399 ，950 

440 ，000 

519，975 I
 

560，000 I
 

760，000 I
 

760
，000 I
 

17，
 
715 
1
 
240，
 
599 

3，472 

5 ，138 

18，117 

10，000 

17 ，689 

35 ，000 

14 ，289 

32 ，224 

89 ，752 

68，551 

30
，0∞
1
 

15，00
引

35川

368，157 

390，
 
195 

420 ，625 

455 ，690 コロコ23Mm刷一同

4，706 

12，516 

17 ，246 

15，477 

15，471 

14 ，098 

15 ，899 

14 ，286 

19 ，800 

24 ，307 

30，287 

32 ，ω
引

3
1， 
764 I
 

34，811 I
 

42，864 I
 

958 
1 ，390 

4，336 

6，462 

13 ，184 

15 ，283 

18，478 

26
，283 

31，348 

35 ，783 

36 ，260 

35 ，369 

34 ，512 

43 ，186 I
 

53，328 I
 

67，754 I
 

70，228 
I
 日山;l:; 日

1，041



期
別
|
胤
資
本
金
|
積
立
金
|
借
入
金
|
固
定
資
産
|
収
入
金
|
支
出
金
|
利
益
金
l号
室
内
封
鎖
却
金

上
期
800，0
0
0
 
8
1， 
0
0
0
 
50，0
0
0
 

3
0年

136 ，0
3
5
 
54，
913 

81
，122 

2
0
 
15.2 

下
期
895，3
4
0
 
9
7，0
0
0
 
50，0
0
0
 
1，829，759 

161，0
6
4
 
78，326 

84，738 
18 
1
4
.
0
 

上
期
958，
748 
112，0
0
0
 

183，0
2
8
 

31
年

94，
718 

8
8，310 

1
8
 
1
4
.
0
 

下
期
1 ，0
0
7，3
2
5
 
136，0
0
0
 
13，
 
0
0
0
 I
 1，
 
843，
 
593 
198，2
3
3
 
89，
619 
110，
614 

2
2
 
1
5
.
0
 

上
期
1，008，000 

121，0
0
0
 
14，0
0
0
 

224，4
6
2
 

3
2年

1
5
1， 
993 
102，
129 

2
0
 
15.0 
6
7，0
2
2
 

下
期
1，040，0
0
0
 
15
1， 
0
0
0
 
20，0
0
0
 
1 ，
8
4
7，0
3
8
 
2
1
5，
530 
104 ，336 

111，
194 

20 
16.0 

上
期
1，120，000 

178，0
0
0
 
40，0
0
0
 

241，0
5
0
 
101，
524 
125，
575 

2
2
 
18.0 

33年
下
期
1， 
120，
 
0
0
0
 
198，0
0
0
 
90，0
0
0
 
2，0
2
2，359 

253，
371 
126，
673 
126 ，
699 

2
2
 
19.0 

上
期
1， 
216，
 
0
0
0
 
220，000 

60，0
0
0
 

279，
163 
129，051 

135，1
1
3
 
22 
18.5 

3
4年
下
期
1，280，0
0
0
 
240，0
0
0
 
90，0
0
0
 
2，0
7
5，292 

2
8
5，736 

135，975 
1
3
4，862 

20 
18.6 

上
期
1， 
360，
 
0
0
0
 
270，0
0
0
 
180，0
0
0
 

3
0
2，345 

132，
113 
158，232 

2
4
 
19.0 

5，0
0
0
 

3
5年
下
期
1，440，0
0
0
 
335，000 

175，0
0
0
 
2，264，160 

3
2
8，2
3
5
 
12
1， 
540 
196，0
9
5
 
2
8
 
20.0 
1
0，0
0
0
 

上
期
1， 
520，
 
0
0
0
 
385，0
0
0
 
230，000 

424，1
5
5
 
1
4
7，
740 
248，1
1
5
 
3
2
 
2
0
.
0
 
7，0
6
4
 

36
年
下
期
1，
800，000 

400 ，0
0
0
 

3，061
，811 

419 ，469 
171
，023 

223，
246 

2
4
 
2
0
.
0
 
3，
639 

上
期
1，800，000 

4
1
5 ，0
0
0
 
100，0
0
0
 

410，245 
1
6
0，
679 
224，4
6
6
 
24 
20.0 

1，
776 

3
7年
下
期
1，880，000 

435，000 
140，0
0
0
 
3，282，775 

4
7
1， 
645 
195，545 

248，001 
26 
20.0 

5，0
0
0
 

諸手jii;G
自1IP-R<"1戦ベ)~喜単組宥
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\iEfj言
G
~
回
千
そ
〈
制
限
ベ

J驚
厚
生
里
宥

因。
期
5J
U
 
1
払
込
資
本
金
I
積
立
金
I
借
入
念
1
回
定
資
産
1
 収
入
金
1
支
出
金
I
利
益
金
I払利込〈益必資〉木率

1日日い(9止ヨ:;FI引
|
 鎖
却
金

上
期

38
年

1，
960，000 

4
5
5，0
0
0
 
3
5
5，000 

512，166 
231
，
928 
252，237 

2
6
 
2
0
.
0
 

下
期
2，
120，000 

400，0
0
0
 
710，000 

3 ，
811，
394 
570，344 

396，2
9
3
 
155，601 

1
4
 
2
0
.
0
 
499 

上
期
2，400，000 

380，
0
0
0
 
900，000 

631，018 
4
8
0，
593 
135，3
8
5
 
1
2
 
1
3
.
5
 

39
年
下
期
3，0
0
0，000 

4
0
0，000 

570，000 
6，
0
3
7，
624 
6
8
4，456 

4
4
7，604 

236，852 
16 
1
5
.
0
 

上
!
羽
3，
600，000 

4
2
0，0
0
0
 
255，000 

659，686 
3
9
7，513 

262，
173 

14 
1
5
.
0
 I
広
醐

40
年
下
期
]
4，2
0
0，000 

485，0
0
0
 

5，692，324 
847，559 

4
4
2，3
5
7
 
405，202 

20 
1
5
.
0

一

上
期
4，200，000 

41
年

540，0
0
0
 
6
7
0，000 

95
1， 
642 
5
1
7，7
0
5
 
433，
938 

2
0
 
1
6
.
0
 

下
期
4，
800，000 

625，
000 
1， 
0
9
0，
 
000 
7，0
3
7，2
0
5
 
1，076，
946 
5
6
7，611 

509 ，335 
2
2
 
1
6
.
0
 
7，378 

上
期
5，400，000 

710，0
0
0
 
9
7
0，000 

1，
 
241，
 
286 
682，
415 
558，872 

20 
1
6
.
0
 
5 ，0
0
0
 

42年
下
期
6，
000，000 

790，0
0
0
 
660，000 

9，
58
1，
 
624 
1，
545，306 

946，089 
599，217 

2
0
 
1
5
.
0
 
1
6
2，
100 

上
期
7，200，000 

43年
980，0
0
0
 

1， 
490，
 
539 
8
4
0，
748 
649 ，792 

18 
12.0 
54，
7
5
2
 

下
期
9，0
0
0，000 
1， 
140，
 
0
0
0
 

16，
30
1， 
363 
1， 
672，
 
945 
9
8
5，4
6
2
 
687，483 

14 
12.0 
1
0
0，0
0
0
 

4
年
*
:
1…

0
1
1
2
8
0
0
0
0
|

4
 
下
期
12，600，000 

I
 1，634，0
0
0
 

一
1
1
7，010，
 
1
8
7
1
 ~
…

l1088刊
一
[

-
I
 17，010，
187 
I
 2，358，
150 
I
 1
， 
186，
 
983 
I
 1，074，454 

1
4
lペー
16 
I
 12.0 
I
 125，0
3
3
 

45 年
t
期
1
14，400，000

1
1，8
3
附
0
1

l
山
，
331
1
山
川
7
1
1，00
刊
5
(
14 
(
1
2
.
0
 (弘
13

注
(1) 
固
定
資
産
は
，
諸
機
械
，
電
線
路
，
室
内
取
付
器
具
，
地
所
家
屋
，
船
舶
其
他
の
合
計
で
あ
る
。

(2) 
W
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
大
阪
電
燈
，
大
正
14年
よ
り
作
表
。



定
資
産
取
得
価
額
)
は
、

渡
に
と
も
な
う
解
散
に
際
し
、
減
価
償
却
金
の
累
計
は
九
一
八
万
円
あ
ま
り
も
の
多
額
と
な
り
減
価
償
却
累
計
率
(
減
価
償
却
累
計
額
/
固

(ロ〉

一
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。
大
阪
電
燈
で
は
、
こ
の
よ
う
な
会
計
処
理
の
基
本
的
な
立
場
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

「
会
社
資
産
の
内
容
を
験
す
る
時
は
、
基
時
価
に
比
し
、
如
何
に
低
位
に
昆
積
ら
れ
あ
る
や
を
知
る
に
足
る
へ

し
。
即
ち
会
社
の
方
針
と
し
て
は
、
飽
迄
資
産
の
堅
実
を
図
り
、
以
て
永
遠
の
利
益
を
企
図
せ
ん
か
為
、
常
に
適
当
な
る
鎖
却
を
怠
ら
さ

る
の
み
な
ら
す
、
之
と
反
対
に
価
格
の
騰
貴
あ
る
も
、
之
を
計
上
す
る
処
な
く
・
:
:
・
L
。

以
上
の
大
阪
電
燈
の
減
価
償
却
の
状
況
を
、

さ
ら
に
第
3
表
に
よ
っ
て
検
討
し
よ
う
。
第
3
表
に
よ
る
と
、
大
阪
電
燈
で
は
大
都
市
を

市
場
に
も
つ
た
め
、
安
定
し
た
高
収
益
を
実
現
し
、
高
配
当
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
減
価
償
却
は
基
本
的
に
は
以
上
の
高
収

益
を
基
礎
に
実
施
さ
れ
、
特
に
明
治
三
五
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
は
年
率
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
ち
か
い
払
込
資
本
金
に
対
す
る
利
益
率
を

基
礎
に
減
価
償
却
が
計
上
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
治
四
二
年
以
降
の
減
価
償
却
の
計
上
は
、
払
込
資
本
利
益
率
が
相
対
的
に
低
下
す
る
な
か

で
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
2
表
に
示
し
た
よ
う
に
全
国
電
気
事
業
の
払
込
資
本
利
益
率
に
対
し
て
、
大
阪
電
燈
で
は
ニ
倍
あ
ま
り
の

払
込
資
本
利
益
率
を
実
現
し
て
お
り
、
他
の
電
燈
会
社
U
比
較
し
て
相
対
的
に
高
い
利
益
率
を
実
現
し
て
い
た
。
大
阪
電
燈
で
は
、
電
気

事
業
の
低
収
益
性
と
い
う
一
般
的
な
状
況
を
前
提
に
し
て
、

一
割
五
分
か
ら
一
割
二
分
へ
と
減
配
し
な
が
ら
減
価
償
却
の
大
幅
な
増
加
を

実
行
し
た
。
減
価
償
却
の
計
上
に
よ
る
内
部
留
保
の
促
進
が
、
後
の
事
業
の
譲
渡
に
あ
た
っ
て
譲
渡
利
益
の
実
現
と
い
う
霊
要
な
機
能
を

は
た
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
大
阪
電
燈
の
減
価
償
却
の
状
況
を
検
討
す
る
と
、
大
阪
電
燈
で
は
高
収
益
を
基
礎
に
し
て
電
気
事
業
で
ほ
極
め
て
初
期
に

大
幅
な
減
価
償
却
を
実
施
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
減
価
償
却
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
る
と
、

そ
れ
は
、
初

胡
に
は
実
現
し
た
減
損
を
処
理
す
る
も
の
と
し
て
、

ま
た
後
に
ほ
減
価
償
却
積
立
金
と
配
当
補
充
積
立
金
の
明
確
な
差
異
を
認
識
し
な
い

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

四



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

四

寺
4
F

宇
品
、

さ
ら
に
利
益
金
、
財
産
収
入
の
増
減
に
応
じ
て
償
却
が
実
施
さ
れ
た
。

制
京
都
電
燈

明
治
ニ

C
年
に
創
立
さ
れ
た
点
都
電
燈
株
式
会
社
で
は
、

そ
の
定
款
の
第
三
五
条
に
(
毎
年
両
度
其
半
季
内
ニ
収
入
シ
タ
ル
総
益
ヨ
リ

月
給
雑
費
償
却
積
立
金
〈
起
業
資
金
ノ
実
額
一
一
対
シ
年
壱
割
ニ
当
ル
金
員
)
其
他
営
業
諸
費
ヲ
引
去
リ
其
残
高
ヲ
以
一
ア
利
益
金
ト
ナ
シ
其
内
ヨ

リ
役
員
ノ
賞
与
金
ヲ
引
去
リ
残
高
ヲ
以
テ
純
益
金
ト
定
メ
↑
間
ノ
株
主
総
会
ニ
於
テ
明
瞭
ニ
之
ヲ
報
告
シ
市
シ
一
ア
後
チ
積
立
金
及
当
季
ノ

株
主
配
当
金
割
合
ヲ
議
決
ス
へ

と
規
定
し
、
第
三
六
条
に
諸
役
員
賞
与
金
を
利
益
金
高
の
百
分
の
十
、
株
主
配
当
金
、
積
立
金
安
純

益
金
の
百
分
の
十
と
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
第
三
七
条
に
、

「
当
会
社
若
シ
非
詰
ノ
災
害
ヨ
リ
シ
テ
資
本
金
ニ
不
足
ヲ
生
ス
ル
ト
J
T

ハ
償

却
積
立
金
ヲ
以
テ
補
翼
シ
尚
ホ
不
足
ス
レ
ハ
更
ニ
爾
後
得
ル
処
ノ
利
益
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
補
充
シ
了
ル
へ
シ
文
配
当
金
資
本
実
額
ニ
対
シ
年

壱
剖
ニ
足
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
積
立
金
ヲ
以
テ
補
足
シ
尚
不
是
ス
ル
ト
キ
ハ
雨
後
得
ル
処
ノ
積
立
金
ヲ
以
テ
補
充
シ
了
ス
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定

(
日
時
)

し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
創
立
当
初
の
定
款
で
は
、
起
業
資
金
の
実
額
に
対
し
て
年
一
割
の
金
額
を
償
却
積
立
金
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
を
規
定

し
、
こ
れ
を
非
常
の
災
害
の
際
に
補
填
す
る
も
の
と
し
た
。
し
か
も
こ
の
償
却
金
の
計
上
は
、
純
益
金
の
処
分
と
し
て
の
積
立
金
と
は
異

な
り
蛍
業
に
か
か
わ
る
支
出
金
と
し
て
な
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
創
立
時
の
定
款
も
大
阪
電
燈
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
後
に
状
況
に
応
じ

て
変
更
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
と
も
か
く
以
上
の
規
定
に
よ
り
償
却
金
の
計
上
が
始
ま
っ
た
。
空
た
、
京
都
電
燈
で
は
明
治
二

六
年
に
は
商
法
施
行
条
例
に
も
と
づ
く
社
名
変
更
と
と
も
に
「
会
計
帳
簿
も
そ
の
大
福
帳
式
よ
り
複
式
簿
記
式
に
改
変
せ
ら
れ
た
」
と
い

、
「
ノ
。

償
却
金
の
計
上
の
状
況
を
第
4
表
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
二
三
年
上
期
よ
り
償
却
金
を
計
上
し
、
以
後
、
収
益
性
の
状



第
4
表
京
拘
i電
燈
の
経
理
状
況
(
明
治
期
〉

〈
単
位
:
円
〉

期
別i山
本
金
|
諸
積
判
社
債
|
借
入
金
|
償
却
吋
輔
意
義
|
総
収
入
I
ti
3Z: 
tB 
I
利益金岡(9百;i
本率払利込(%益
資〕

州
4.0
I
 8.2 

上
期
6
0，0
0
0
 
8
3
3
 

188 
188 

7，334 
3，883 

3 ，450 
5.0 
11. 
5
 

23年
下
期
7
0，000 

2，439 
326 

1
3
8
 
7，360 

4 ，
 
160 

3，200 
4.5 
9.0 

上
期
7
0，000 

3 ，
939 

326 
6，806 

4，
597 

2，208 
2.5 
6.3 

24年
下
期
7
0，000 

5，2
0
5
 

551 
1
2
5
 
7，086 

4 ，
560 

2，
 
525 
3.4 
7
.
2
 

上
期
70，000 

6，472 
820 

269 
8 ，978 

5，228 
3，
749 
5.0 
10.7 

25 年
下
期
7
0，000 

7，820 
15，000 

1 ，0
8
4
 
264 
11
，047 

6，
193 

4，8
5
4
 
7.0 
13.9 

上
期
7
0，000 

3，
500 
12，000 

5，886 
7，
634 
6，
550 
13，435 

7，077 
6 ，
358 
11.
0
 
18.1 

26年
下
期
95，
000 

1，310 
12 ，0
0
0
 
6，631 

14，327 
6，
693 
18 ，962 

9，845 
9，
116 
2
1. 
7
 
19.2 

上
期
110，000 

1 ，7
6
8
 
6，0
0
0
 
2，753 

16，
992 
2，6
6
5
 
2
2，261 

10，444 
11，
817 
14.0 
2 1. 5
 

27
年
下
期
125，000 

2 ，426 
6，000 

17，289 
297 
2
5 ，
501 
11，436 

14，0
6
5
 
15.0 
2
2
.
5
 

上
期
140，000 

5，745 
6，0
0
0
 

18，152 
863 
3
4 ，635 

16，
547 

25.8 
28 年
下
期
140，000 

9，375 
6，000 

18 ，968 
816 
36，2
5
5
 
17，408 

18 ，
 
847 
I
 19.0 
26.9 

上
期
210，000 

22，720 
3，7
5
2
 
37，211 

14，801 
2
2 ，409 
18.0 
2 1. 
3
 

29
年
下
期
2
1
0，000 

13，
224 

1，
314 
22，720 

36，881 
14，
 
164 
2
2 ，7
1
7
 
16.0 
21. 6
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主~1;;;;G.-R<-!j事~...Ij鴬事室堅持
盟
国

期
別件資本金

l諸
積
内
社
債

l借入金除去附累計!再議員|総収入|総支出
i利益金

Irn~:~1揚
3
0
年
上
期
2
4
0，0
0
0
 
17，2
1
3
 

2
2 ，
 
7
2
0
 

54，751 
27 ，
148 
1
7
.
0
 
2
2
.
6
 

下
期
2
6
0，0
0
0
 
21
，270 

2
5 ，119 I
 2
2，720 

59 ，4
1
8
 
28，736 

30，
682 
1
7
.
5
 
23.6 

31
年
上
期
2
8
0，0
0
0
 
16 ，7
4
5
 
100
，0
0
0
 
4，644 

3
2，605 

68，
948 
3
5 ，763 

33，1
8
4
 
1
8
.
0
 
2
3
.
7
 

下
期
2
8
0，0
0
0
 
22，253 

100，
0
0
0
 
2
4，916 

3
2，605 

69 ，8
8
0
 
38，328 

31
，551 
1
7
.
0
 
22

目5

3
2年
上
期
3
0
0，0
0
0
 
30，
595 
1
0
0，0
0
0
 
2
2，250 

3
2，605 

7
4，912 

4
5 ，
967 
28，944 

1
8
.
0
 
19.3 

下
期
4
2
0，0
0
0
 
32，671 

1
0
0 ，0
0
0
 

3
2，605 

78，027 
4
6 ，
225 
3
1， 
801 
1
7
.
0
 
15.1 

上
期
4
2
0，0
0
0
 
38，521 

1
0
0，0
0
0
 
7
2 ，429 

36，105 
3 ，
500 
83，816 

48
，818 

34 ，997 

1
15
. 8
 

3
3年
下
期
4
8
0，0
0
0
 
41
，615 
1
0
0，0
0
0
 
157
，228 

3
6，105 

94 ，
627 
56，690 

37，936 
1
6
.
0
 

上
期
5
2
0，0
0
0
 
47 ，8
9
3
 
100，0
0
0
 
1
7
5 ，2
2
2
 
4
0，605 

4，
500 
1
1
4，622 

6
8 ，067 

46，554 
1
7
.
0
 
1
7
.
9
 

3
4年
!、期
5
6
0，0
0
0
 
52 ，3
5
5
 
2
4
0，0
0
0
 
69 ，4
3
6
 
4
5，
605 
5，0
0
0
 
128，3
4
0
 
7
8 ，4
0
3
 
49
，937 
1
7
.
0
 
1
7
.
8
 

上
期
6
0
0，0
0
0
 
53 ，889 

2
4
0，0
0
0
 

5
5，477 

9 ，8
7
2
 
131
，8
4
6
 
8
2，7
6
4
 
49
，081 
15.5 
1
6
.
4
 

35
年
下
期
6
4
0，0
0
0
 
41
，554 
2
3
0，0
0
0
 
65 ，205 

7
4，
1
8
4
 
18，707 

129，
637 
7
5，562 

54，0
7
5
 
1
6
.
0
 
16.9 

上
期
6
4
0，0
0
0
 
48，382 

2
3
0 ，
0
0
0
 
1
3
9，139 

8
4，0
6
8
 
9，884 

149，2
8
6
 

60，8
2
8
 
18.0 
1
9
.
0
 

3
6
年
下
期
7
2
0，0
0
0
 
52 ，3
4
5
 
2
2
0，0
0
0
 
1
1
4 ，0
2
4
 
9
2 ，128 

8，0
6
0
 
1
5
4，
964 
90，421 

64，5
4
2
 
1
8
.
0
 
17.9 

上
期
8
0
0，0
0
0
 
56 ，7
4
4
 

37 年
2
2
0，0
0
0
 
1
1
4 ，9
3
8
 
96，4
9
5
 
4，367 

1
5
4，
513 
86，
153 
68，3
6
0
 
1
7
.
0
 
17.1 

下
期
8
0
0，0
0
0
 
61
，
583 
2
1
0，0
0
0
 
1
2
0 ，228 

1
0
2，0
3
5
 
5，
540 
1
5
4，8
5
6
 
87，754 

67，
 
101 
16.0 
1
6
.
8
 



期
別
|
払
込
…
諸
積
立
金
|
社
債
|
借
入
金
い
時
電
車
需
|
総
収
入
|
総
支
社
l
l
四
|
国3713務

上
期
8
0
0
，000 

66
，
904 
210
，0
0
0
 

5，
634 
169
，
673 
97
，679 

71
，993 
17.0 
18.0 

38
年
下
期
8
0
0
，000 

71
，704 
190
，0
0
0
 
145
，0
0
0
 I
 111
，386 
3
，
717 
113
，
558 
65
，635 

4
7
，9
2
2
 
1
7
.
0
 
1
2
.
0
 

上
期
1， 
0
0
0
，
 
0
0
0
 
7
5
，806 
140
，000 

4
3
，881 
118
，0
5
3
 
6
，
667 
192
，221 
113
，884 

7
8
，336 
15.0 
15.7 

39
年
下
期
1，∞
0
，000 

8
1， 
549 
335
，3∞
 

129
，8
8
3
 
11
，
830 
203
，141 
118
，732 

84
，408 
16.0 
16.9 

上
期
1
，0
0
0
，0
0
0
 
81
，635 
335
，3
0
0
 

147
，5
3
2
 
17
，
649 
218
，764 
133
，835 

84
，929 
16.0 
17.0 

40
年
下
期
1， 
200
，
 
0
0
0
 
88
，074 
300
，000 

158
，444 
10
，
912 
235
，783 
134
，019 
10
1， 
7
6
2
 
16.0 
17.0 

41
年
上
期

300
，0
0
0
 
304
，910 
179
，
187 
20
，743 
270
，246 
163
，323 
106
，
922 
16.0 
16.4 

下
期
1， 
440
，
 
000 I
 100
，
 594 
300
，0
0
0
 
654
，7
6
6
 
189
，202 
10
，0
1
5
 
293
，
118 
175
，775 
117
，343 
16.0 
16.3 

上
期
1， 
6
0
0
，
 
0
0
0
 
106
，
594 
300
，000 

609
，8
8
5
 
199
，8
9
3
 
10
，
691 
336
，787 
19
1， 
243 
145
，544 
16.0 
18.2 

42
年
下
期
2
，0
7
5
，000 
114
，094 
300
，0
0
0
 
387
，885 
209
，525 
9
，
632 
367
，554 
180
，473 
187
，0
8
0
 
16.0 
18.0 

上
期
2
，0
7
5
，000 
123
，
594 
8心
0
，000

1
4
2
，991 
232
，719 
23
，
 194 
416
，5
0
8
 
202
，671 
213
，836 
16.0 
20.6 

43
年
下
期
2
，360
，000 
134
，
594 
800
，000 

277
，375 
257
，924 
25
，205 
491
，0
7
6
 
229
，917 
261
，
 159 
14.0 
22.2 

吋
7…川…

i山ペ
3………
l-!
…
叩

0.0
44
年
下
期
3
，
120
，000
I
 285
，
194 I
 800
，0
0
0
 I
 
1
，0
7
4
，204 I
 363
，
903 I
 
40
，486 I
 568
，2
5
7
 I
 306
，990 I
 26
1， 
866 I
 13.0 I
 16.7 

45
年
上
期
1
3
，
500
，
 
000 
1
 3
3
問
4
1
肌
000
1
1
，750
，
7
8
9
1
 
427
，498 [は日

5
1
 700
，414 
1
 4
0
0
，610 
1
 2
州
0
4
1
1
2
.
0
 1
1
7
.
1
 

注
(1 )
 配
当
率
に
は
特
別
配
当
分
を
含
む
。

(2) 
W
京
都
電
燈
株
式
会
社
五
十
年
史
』
京
都
電
燈
，
昭
和
14年
よ
り
作
表
。
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Q
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戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

四
六

況
に
応
じ
て
計
上
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
明
治
二
六
、
二
七
、
二
九
、
一
ニ

O
年
、
ま
た
明
治
三
玉
、
三
六
年
、

さ
ら
に
明
治
四

O
年
以
降

に
は
、
高
い
払
込
資
本
利
益
率
を
基
礎
に
償
却
金
が
多
額
に
計
上
さ
れ
た
。

そ
し
て

明
治
四
五
年
上
期
に
は
、

償
却
金
累
計
額
は
詰
積

立
金
三
一
二
・
八
万
円
を
大
幅
に
上
回
っ
て
四
二
・
七
万
円
と
な
っ
た
。

以
上
の
検
討
に
よ
る
と
、
国
明
治
期
の
大
阪
電
燈
、
京
都
電
燈
で
は
高
収
益
性
を
基
礎
に
、
固
定
資
産
ぷ
つ
い
て
現
実
に
発
生
し
た
減
損

を
計
上
す
る
、
ま
た
は
非
常
の
災
害
な
ど
に
よ
る
減
損
に
備
え
て
積
立
金
を
設
定
す
る
も
の
と
し
て
、
減
価
償
却
が
計
上
さ
れ
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
減
価
償
却
は
、
固
定
資
産
減
価
を
発
生
主
義
の
見
地
か
ら
認
識
し
、
費
用
配
分
計
算
を
す
る
と
い
う
も
の
で
ほ
な

く
、
固
定
資
産
の
減
価
を
財
産
法
的
な
発
想
か
ら
「
資
産
の
堅
実
を
図
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
帳
簿
価
額
を
削
減
す
る
も
の
と
し
て
、
認

識
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
に
電
燈
会
社
の
な
か
で
も
高
収
益
を
実
現
し
て
い
た
企
業
に
よ
っ
て
先
駆
的
に
実
施
さ
れ
た
減
価
償
却
は
、

一
般
的
に
は
周
知
の
明
治
二

O
年
前
後
の
海
運
企
業
(
日
本
郵
船
、
犬
阪
商
船
〉
で
の
減
価
償
却
の
導
入
、
ま
た
明
治
一
二

0
年
代
な
か
ば

の
税
務
当
局
と
海
運
企
業
(
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
、
東
洋
汽
船
)
と
の
行
政
訴
訟
事
件
な
ど
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
毘
嗣
き
れ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
減
価
償
却
の
計
上
は
、
明
治
期
に
は
一
般
的
な
む
の
で
は
な
く
、
例
外

的
な
事
例
で
あ
っ
た
。
電
力
企
業
で
は
、
そ
の
後
、
大
王
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
多
く
の
企
業
で
減
価
償
却
が
実
施
さ
れ
る
に
至
る

が
、
そ
の
場
合
、
所
得
税
法
等
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
の
規
定
が
先
導
的
な
役
割
を
は
た
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
次
事
で
は
減
価
償
却
の

規
定
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

(

2

)

『
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
大
阪
電
燈
株
式
会
社
、
大
正
一
四
年
、

(
3
〉(
4
〉
前
掲
『
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
輩
史
』
一
二
一
凶
三
ペ
ー
ジ
。

一
九
ペ
ー
ジ
ο



(

5

)

前
掲
『
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
三
四
五
ペ
ー
ジ
。

(
6
〉
前
掲
円
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
草
史
』
三
四
四
ペ
ー
ジ
。

(

7

)

前
掲
『
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
三
四
五

i
三
四
六
ペ
ー
ジ
。

(

8

)

前
掲
『
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
三
四
四
ペ
ー
ジ
。

(

9

)

前
掲
『
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
三
六
五
ペ
ー
ジ
。

(
叩
)
前
掲
『
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
三
四
四
J
三
四
五
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
前
掲
『
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
三
六
五
ペ
ー
ジ
。

(
ロ
)
前
掲
『
大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
三
四
六
ペ
ー
ジ
。

(
時
)
前
掲
『
大
阪
電
燈
株
式
会
詑
沿
革
史
』
三
四
八
J
三
四
九
ペ
ー
ジ
。

(

M

)

『
京
都
電
燈
株
式
会
社
五
十
年
史
』
京
都
電
燈
株
式
会
社
、
昭
和
一
四
年
、

(
日
)
前
掲
『
京
都
電
燈
株
式
会
社
五
十
年
史
』
四
四
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
詳
し
く
は
、
高
寺
貞
男
『
明
治
減
価
償
却
史
の
研
究
』
お
よ
び
拙
稿
「
わ
が
国
海
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却
」
(
『
商
経
論
叢
』
八
巻
一
号
)
を

参
照
さ
れ
た
い
。

一
七
ペ
ー
ジ
。

減
価
償
却
の
規
定

電
気
事
業
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
税
法
、
会
計
規
程
等
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

ω所
得
税
法
と
減
価
償
却

わ
が
国
所
得
税
法
で
は
、
局
知
の
よ
う
に
税
務
行
政
執
行
上
の
方
針
と
し
て
大
正
七
年
に
大
蔵
省
内
規
に
、
固
定
資
産
の
減
価
償
却
歩

合
表
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、

事
務
所
住
宅
用
建
物
か
ら
製
鉄
機
械
に
至
る
六
五
種
の
固
定
資
産
に
つ
い
て

「
堪
久
年
数
」

を
掲
げ

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

四
七



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

四
/¥. 

(
こ
の
ほ
か
機
械
器
具
の
大
体
観
察
年
数
が
加
わ
る
)
、

そ
の
償
却
是
認
歩
合
年
額
と
し
て
、
原
価
を
基
礎
と
す
る
場
合
と
未
償
却
残
額
を
基
礎

と
す
る
場
合
の
歩
合
が
し
め
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
定
額
法
の
歩
合
で
あ
り
、
後
者
は
定
率
法
の
歩
合
に
あ
た
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
減
価
償
却
歩
合
表
に
は
、
特
に
電
気
事
業
に
固
有
の
発
電
設
備
、
送
電
設
備
等
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
一
例
を
示
す
と
第
5
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

税
務
当
局
で
は
固
定
資
産
減
価
償
却
歩
合
表
に
も
と
づ
い
て
計
算
し
た
限
度
以
上
の
償
却
金
に
つ
い
て
は
営
業
支
出
と
認
め
ず
、
所
得

税
を
課
す
こ
と
と
な
っ
た
。

「
会
社
の
計
算
の
形
式
が
損
金
に
計
上
す
る
と
利
益
処
分
を
以
て
せ
る
と
に

(
活
)

拘
ら
ず
之
を
損
金
と
し
て
取
扱
ひ
、
之
に
は
所
得
税
を
免
ず
る
こ
と
と
し
て
居
」
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
そ
の
額
を
当
該
固
定
資

さ
ら
に
、
木
村
霜
蔵
氏
に
よ
る
と
昭
和
二
年
当
時
で
は
、

産
よ
り
引
下
げ
る
場
合
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
貸
借
対
照
表
の
貸
方
に
積
立
金
そ
の
他
の
名
称
を
以
て
記
載
し
た
場
合
は
こ
れ
と
異
な

る
取
扱
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
貸
借
対
照
表
の
貸
方
に
減
価
償
却
金
勘
定
又
は
減
価
償
却
基
金
勘
定
と
し
て
取
扱
は
れ
た
場
合
に

は
此
金
額
は
『
事
業
年
度
の
総
損
失
』
中
に
含
ま
し
め
ず
し
て
、
之
を
利
益
の
留
保
と
見
て
課
税
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
」
っ
た
と
い
う
。

所
得
税
法
に
よ
れ
ば
、
減
価
償
却
費
は
営
業
支
出
お
よ
び
利
益
処
分
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
置
接
固
定
資
産
何
額
を
減
額
す
る
形
式
で

あ
れ
ば
総
損
金
へ
の
計
上
が
認
め
ら
れ
、
貸
借
対
照
表
に
減
価
償
却
積
立
金
勘
定
等
に
よ
っ
て
計
上
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
損
金
に
認

(
加
)

め
ず
課
税
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
規
定
は
、
不
合
理
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
電
気
事
業
で
減
何
償
却
を
直

接
に
固
定
資
産
を
減
額
す
る
処
理
方
法
を
と
る
に
至
っ
た
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
。

判
外
債
契
約
条
項
と
減
価
償
却

わ
が
国
電
気
事
業
で
は
、
建
設
の
た
め
の
長
期
固
定
的
な
資
本
を
必
要
と
し
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
社
債
に
よ
る
資
金



固定資産減価償却歩合表の一部

寝用
償却是認歩合

種類 構 造 年数
とす(る 礎〈と厘す〉

(年〉 厘 る場合

煉筋瓦造，石造，鉄骨，煉鉄瓦又は石造，鉄
コンクリート造 骨鉄筋コンクリ 100 23 

事務所住 ート造

土造，木骨煉ト造瓦，又は石造，木骨鉄筋 I 45 
宅用建物 コンクリー

木 造 64 

煉筋瓦造， 石造， 鉄造骨煉鉄瓦又は石造， 鉄
32 コンクリート ， 骨鉄筋コンクリ 70 15 

工場倉庫 ート造

土造，木骨煉造瓦又は石造，木骨鉄綱コ I
用建物 ンクリート

64 

木 造 88 

附属建物l木 1、E52L 109 

鉄筋コンクリート造 45 

煉瓦造 56 
煙 作~ミ

銅製内部煉瓦被覆 88 

鋼 製 100 206 

鉄 船 88 
船 舶

木 船 142 

鉄 製 88 
機 械

木 軍基 175 

鉄 製 64 
器 兵

250 木 製

第 5表

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

注木村菊蔵『電気事業lこ於ける減価償却~ (昭和2年)66ページ。四
九



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五。

の
調
達
が
増
大
し
た
。
玉
大
電
力
で
は
、
国
内
で
の
社
債
発
行
に
限
ら
ず
外
債
に
よ
る
資
本
調
達
が
行
な
わ
れ
た
。
東
京
電
燈
が
大
正
一

二
年
に
英
貨
債
一
ニ

C
O万
ポ
ン
ド
を
起
債
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
そ
の
後
、
東
邦
電
力
、
大
同
電
力
、
日
本
電
力
、
宇
治
川
電
気
は
数

年
の
聞
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
外
債
を
導
入
し
、
昭
和
六
年
末
に
は
五
大
電
力
お
よ
び
台
湾
電
力
の
保
有
す
る
外
債
は
邦
貨
換
算

で
三
億
八
、
六

O
O万
円
に
達
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
外
債
の
募
集
に
際
し
て
、
そ
の
契
約
条
項
に
欧
米
で
の
減
価
償
却
の
実
践
を
反
映
し
て
減
価
償
却
に
つ
い
て
の

規
定
が
含
ま
れ
て
い
た
。
所
得
税
法
、
会
計
規
程
等
に
よ
る
減
価
償
却
の
規
定
と
は
異
な
る
が
、
電
力
企
業
の
減
価
償
却
を
規
定
し
た
も

の
と
し
て
、
こ
こ
で
検
討
し
よ
う
。

若
林
茂
信
、
斎
藤
進
の
一
同
氏
に
よ
る
と
、
東
邦
電
力
の
大
正
一
四
年
三
月
一
五
日
付
三
千
万
ド
ル
一
番
担
当
(
関
西
区
域
)
金
貨
社
債

の
信
託
証
書
(
第
六
章
会
社
ノ
特
約
条
項
第
一
五
条
)
に
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

「
会
社
ハ
大
正
十
四
年
四
月
三
十
日
ヲ
以
テ
終
ル
会
計
期
ヨ
リ
始
メ
テ
其
以
後
ハ
各
会
計
期
間
毎
ニ
其
会
計
年
度
ノ
純
収
益
ヲ
法
定
及

諸
種
積
立
金
配
当
金
賞
与
金
及
他
ノ
形
式
ノ
特
別
報
酬
ト
シ
テ
処
分
ス
ル
ニ
先
チ
其
純
収
益
ヨ
リ
以
下
本
条
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
減
価
償
却
積

立
金
ヲ
為
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス
而
シ
テ
此
目
的
ノ
為
メ
会
社
ハ
財
務
代
理
人
カ
本
条
検
出
ノ
規
定
ニ
ヨ
リ
与
フ
ル
指
図
ニ
従
ヒ
左
記
刊
又

ハ
糾
ノ
何
レ
カ
ノ
方
法
ニ
準
拠
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
ス

(イ)

会
社
カ
毎
半
年
会
計
期
ニ
於
テ
其
会
計
期
中
ニ
支
出
シ
タ
ル
維
持
費
ト
積
立
一
ア
タ
ル
減
価
償
却
金
ト
ノ
合
計
額
カ
同
会
計
期
ニ
於

ケ
ル
事
業
総
収
入
ノ
一
割
五
分
ヲ
下
ラ
サ
ル
程
度
ニ
財
産
ノ
維
持
ノ
為
メ
支
出
ヲ
為
シ
且
減
価
償
却
金
ノ
積
立
ヲ
為
ス
コ
ト
但
右
総
収
入

一
一
対
ス
ル
維
持
費
ノ
ミ
ノ
卒
ハ
其
八
分
ヲ
マ
タ
減
価
償
却
金
ノ
ミ
ノ
率
ハ
其
七
分
ヲ
下
一
フ
サ
ル
コ
ト

(ロ)

財
務
代
理
人
ノ
承
認
ス
ル
顧
問
技
師
ニ
ヨ
リ
会
社
ノ
費
用
ヲ
以
テ
作
製
セ
ラ
ル
ル
減
価
償
却
表
ニ
従
ヒ
減
価
償
却
金
ノ
積
立
ヲ
ナ



ス
コ
ト
右
償
却
表
ハ
『
年
六
分
シ
ン
キ
ン
グ
、

フ
ァ
ン
ド
法
』
ト
シ
テ
知
ラ
ル
ル
方
法
ヲ
基
礎
ト
ス
ヘ
グ
且
大
正
十
三
年
十
月
三
十
一
日

現
寂
ノ
会
社
ノ
貸
借
対
照
表
(
ハ
ロ
ル
ド
、

ベ
ル
、
テ
イ
ラ
ー
、

エ
ン
ド
、

コ
ン
パ
ニ

l
、
ニ
ヨ
リ
認
証
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
指
ス
)
中

一
一
表
示
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ノ
内
減
価
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
一
切
ノ
会
社
ノ
財
産
ニ
適
用
セ
ラ
レ

E
前
記
日
付
後
会
社
カ
建
設
又
ハ
取
得
セ

(沼〉

ル
総
テ
ノ
財
産
ヲ
包
含
ス
ル
為
メ
随
時
其
表
ハ
追
補
セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」

す
な
わ
ち
、
総
収
入
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
維
持
費
と
七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
減
価
償
却
金
の
積
立
か
、
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
シ
ン

キ
ン
グ
・
フ
ァ
ン
ド
法
に
よ
る
減
価
償
却
金
の
積
立
の
ど
ち
ら
か
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
東
京
電
燈
で
は
昭
和
三
年
六
月
に
、
米
貨
組
七
千
万
ド
ル
、
英
貨
組
四
五

O
万
ポ
ン
ド
及
び
円
貨
組
六
千
万
円
の
社
債
を
一
括

し
て
発
行
す
る
に
当
り
、
受
託
者
と
締
結
し
た
信
託
契
約
書
に
減
価
償
却
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
特
約
条
項
が
あ
ヮ
た
。

「
会
社
ハ
第
参
章
第
参
ゑ
第
壱
ニ
基
キ
発
行
セ
ラ
レ
タ
ル
或
組
社
債
ノ
一
部
ニ
テ
モ
未
償
還
ナ
ル
間
ハ
各
営
業
決
算
期
ニ
付
抵
当
財
産

ノ
減
損
補
填
若
ハ
償
却
ノ
為
メ
ノ
積
立
金
ト
シ
テ
左
ノ
限
度
ニ
於
ケ
ル
金
額
ヲ
其
帳
簿
ニ
計
上
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
定
ス
即
チ
右
金
額
ハ
之

三
該
営
業
決
算
期
ニ
於
ケ
ル
維
持
費
法
定
積
立
金
ト
シ
テ
計
上
シ
タ
ル
金
額
ヲ
加
へ
タ
ル
モ
ノ
ガ
該
営
業
決
算
期
日
ニ
於
ケ
ル
円
為
替
相

場
ニ
依
ル
計
算
ニ
於
テ
千
九
百
弐
拾
八
年
六
周
拾
五
日
現
在
ノ
標
準
量
目
及
品
位
ノ
金
貨
円
七
百
五
拾
万
円
ニ
相
当
ス
ル
金
額
ニ
受
託
会

社
ニ
対
シ
交
付
セ
ラ
レ
タ
ル
直
前
ノ
純
増
加
財
産
証
明
書
ノ
最
終
ノ
日
附
ニ
於
ケ
ル
純
増
加
財
産
額
ノ
壱
分
五
厘
ヲ
加
へ
タ
ル
合
計
額
ヲ

ハ
お
)

下
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
L

東
京
電
燈
で
は
減
価
償
却
金
と
し
て
毎
半
期
に
法
定
準
備
金
及
び
維
持
費
を
含
み
金
貨
七
五

O
万
円
と
、
純
増
加
財
産
の
一
分
五
厘
に

相
当
す
る
金
貨
円
を
支
出
に
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
東
邦
電
力
、
東
京
電
燈
で
は
金
約
款
に
も
と
づ
く
外
債
発
行

に
と
も
な
い
債
権
保
護
の
立
場
か
ら
減
価
償
却
金
の
計
上
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五

と
こ
ろ
で
、
昭
和
六
年
の
金
輸
出
禁
止
後
、
為
替
相
場
は
暴
落
し
、
電
力
企
業
に
と
っ
て
外
債
の
利
子
及
び
金
約
款
に
も
と
づ
く
償
却

金
が
重
圧
と
な
っ
団
。
ま
た
、
償
却
金
の
増
大
に
よ
っ
て
外
債
の
償
還
期
限
前
に
抵
当
財
産
の
償
却
を
終
了
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ

た
。
さ
ら
に
、
外
債
の
引
受
国
に
お
い
て
も
金
本
位
を
離
脱
し
た
た
め
金
約
款
を
い
ず
れ
の
対
外
為
替
に
よ
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
例
え
ば
東
京
電
燈
で
は
、
昭
和
九
年
下
期
以
降
、
「
信
託
証
書
の
真
意
及
び
減
州
償
却
の
根
本
主
旨
に

(
お
)

則
り
、
之
を
適
宜
に
減
額
し
て
妥
当
と
思
料
す
る
償
却
金
を
計
上
す
ろ
こ
と
に
決
し
た
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
東
京
電
燈
社
史
は
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
将
来
に
於
け
る
償
却
方
法
を
合
理
化
す
る
為
に
両
者
間
伝
交
渉
を
進
め
、
昭
和
十
年
十
一
月
に
至
り
円
満
な
る

諒
解
を
得
る
に
至
っ
た
。
即
ち
将
来
は
前
記
の
金
約
款
に
拘
束
せ
ら
る
る
こ
と
な
く
、
発
送
、
変
電
及
び
営
業
設
備
に
対
し
て
は
各
担
保

物
件
の
耐
周
年
限
を
考
慮
し
て
均
等
直
線
式
償
却
方
法
を
採
り
、
配
電
線
、
需
用
者
屋
内
工
作
物
の
如
き
設
備
の
償
却
は
全
部
維
持
費
を

以
て
賄
う
こ
と
に
落
着
し
た
。
と
の
科
学
的
方
法
に
依
り
算
出
せ
る
減
価
償
却
は
嚢
に
当
社
が
主
張
し
実
行
し
た
る
金
額
に
略
々
該
当
す

ハ泊〉

る
も
の
で
あ
る
」
。

東
京
電
燈
で
は
、
為
替
の
下
落
に
と
も
な
う
償
却
金
の
計
上
を
減
額
し
た
が
、
こ
の
減
額
し
た
減
価
償
却
金
の
額
は
、
従
来
、
実
行
し

て
き
た
金
額
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
外
債
で
の
特
約
条
項
に
基
づ
き
債
権
保
護
の
立
場
か
ら
減
価
償
却
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
が
、
東
京
電
燈
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
重
圧
に
な
っ
た
と
か
先
導
性
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
次
章
で
詳
し
く
検
討
す

る
よ
う
に
債
権
保
護
の
視
点
の
み
で
な
く
配
当
政
策
さ
ら
に
企
業
資
本
の
充
実
と
い
う
側
面
か
ら
、
相
前
後
し
て
減
価
帥
償
却
が
実
施
さ
れ

る
に
至
っ
て
い
た
。

け
電
気
事
業
会
計
規
程
と
電
気
料
金
認
可
基
準

昭
和
七
年
一
一
月
に
一
三
条
か
ら
な
る
電
気
事
業
会
計
規
程
(
逓
信
省
令
第
五
五
号
)
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
電
気
事
業
会
計
の



基
本
原
則
が
法
定
さ
れ
た
。
電
気
事
業
会
計
規
程
で
は
、
財
産
評
価
は
固
定
資
産
、
貯
蔵
品
と
も
原
価
主
義
を
と
る
こ
と
と
さ
問
、
減
価

償
却
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

償
却
引
当
金
ヲ
計
上
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」

「
固
定
資
産
ノ
減
損
額
ハ
之
ヲ
取
得
価
額
又
ハ
製
作
価
額
ヨ
リ
控
除
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
但
シ
減
損
額
ノ
控
除
ニ
代
へ
テ
之
ニ
相
当
ス
ル

(
お
)

(
第
五
条
第
二
項
)

こ
れ
に
よ
っ
て
事
業
者
は
固
定
資
産
に
つ
い
て
減
損
額
を
控
除
す
る
か
、
償
却
引
当
金
の
計
上
に
よ
っ
て
減
価
償
却
を
実
施
す
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
耐
用
年
数
と
か
減
価
償
却
の
方
法
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た

ま
た
、
昭
和
六
年
に
電
気
料
金
の
決
定
が
認
可
制
に
な
る
に
と
も
な
い
、
逓
信
省
電
気
局
は
電
気
料
金
認
可
基
準
と
い
う
内
規
を
作
成

し
(
昭
和
七
年
一
二
月
)
、

こ
れ
を
電
気
事
業
法
に
基
い
て
設
置
さ
れ
た
電
気
委
員
会
の
議
に
付
し
て
昭
和
八
年
一
月
に
決
定
し
た
。

れ
は
官
庁
内
部
の
執
務
上
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
、
法
規
と
し
て
の
拘
束
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

v 

にー'

一
九
世
紀
末
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
公
益
事
業
で
採
用
さ
れ
た
公
正
報
酬
の
概
念
を
導
入
し
、
ま
た
個
々
の
事

業
体
ご
と
に
総
括
原
価
方
式
が
と
ら
れ
た
。
認
可
基
準
で
は
、
総
括
原
価
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
の
「
減
価
償
却
費
ハ
固
定
資
産

ノ
耐
用
年
限
及
残
骸
価
格
ヲ
発
電
、
送
電
及
配
電
設
備
部
分
別
ニ
定
メ
、
各
年
均
分
ス
ル
ノ
方
法
ニ
依
リ
算
出
シ
タ
ル
額
ヲ
基
準
ト
ス
」

電
気
料
金
認
可
基
準
で
は
、

と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
理
由
の
説
明
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

「
事
業
ノ
用
ニ
供
セ
ラ
ル
ル
固
定
資
産
ガ
時
日
ノ
経
過

其
ノ
他
ニ
因
リ
其
ノ
価
額
ヲ
減
少
シ
、
遂
ニ
使
用
ニ
堪
へ
ザ
ル
ニ
至
ル
ベ
キ
期
間
ハ
各
資
産
ノ
構
成
部
分
ニ
就
キ
多
様
ナ
リ
。
従
テ
堅
実

ナ
ル
経
営
ニ
ハ
各
構
成
部
分
ニ
対
応
シ
テ
減
価
ニ
相
当
ス
ル
償
却
ヲ
為
ス
ヲ
要
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
料
金
算
定
ノ
基
礎
ト
シ
テ
ハ
発

電
、
送
電
及
配
電
設
備
ニ
大
別
シ
テ
耐
用
年
限
及
残
骸
価
格
ヲ
推
定
シ
、
需
用
者
ノ
償
却
費
負
担
ヲ
均
等
公
平
ナ
ラ
シ
ム
ル
様
複
利
計
算

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五
四

ニ
依
リ
各
年
均
分
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ニ
適
フ
モ
ノ
ト
ス
。
尤
モ
発
電
設
備
ニ
就
テ
ハ
原
動
力
ノ
異
ル
ニ
依
リ
テ
耐
用
年
限
著
シ
ク
異
ル
ニ

依
リ
別
異
ノ
推
定
ヲ
為
ス
ヲ
適
当
ト
ス
」
。
電
気
料
金
認
可
の
基
準
と
し
て
、
複
利
償
却
法
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
減
価
償

す
な
わ
ち
、

却
費
の
算
入
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
費
用
配
分
理
論
に
基
づ
く
減
価
償
却
費
の
計
上
が
明
確
に
規
電
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
認
可
基
準
は
、
実
際
の
運
用
の
上
か
ら
み
る
と
、
当
時
と
し
て
は
若
干
理
論
倒
れ
の
感
が
あ
り
、
料
金
は
現
実
に
は

多
分
に
需
用
家
の
価
値
感
に
依
存
し
て
決
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
認
可
基
準
に
よ
る
と
、
電
境
・
小
口
動
力
等
の
料
金
は

割
高
に
、
産
業
用
大
口
の
電
動
力
料
金
は
低
廉
に
な
る
と
い
う
国
家
の
政
策
的
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
刊
。

し
か
し
、
こ
の
認
可
基
準
は
、
そ
の
後
、
卸
売
料
金
の
認
可
に
つ
い
て
実
行
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
一
二
年
の
供
給
規
程
の
一
斉
更

新
に
は
全
面
的
に
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
の
電
力
国
家
管
理
の
時
期
に
は
、
料
金
は
政
府
が
政
策
的
な
視
点
よ

(
鑓
)

り
決
定
し
た
た
め
、
実
際
上
の
意
味
は
と
ぼ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
電
気
事
業
で
は
第
四
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
昭
和
一
四
年
の
口
本
発
送
電
統
合
に
あ
た
っ
て
固
定
資
産
評
価
の
た
め
、

の
耐
周
年
数
に
基
づ
き
定
額
法
、
複
利
償
却
法
に
よ
る
減
価
償
却
計
算
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
日
発
へ
の
出
資
固
定
資
産
の
評
価
に
か 一定

か
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
電
気
事
業
の
会
計
を
規
定
す
る
も
の
で
は
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
こ
の
場
合
に
用
い
ら
れ
た
償
却
方
法
の
一
つ

で
あ
る
複
利
償
却
法
は
、
民
発
設
立
後
、
昭
和
十
七
年
に
至
る
ま
で
、
監
督
官
庁
の
指
示
に
よ
っ
て
実
際
の
会
計
処
理
上
も
用
い
ら
れ
て

(
幻
)

い
た
」
と
い
う
。
例
え
ば
、
電
気
庁
長
官
で
あ
っ
た
田
村
謙
治
郎
氏
は
、
昭
和
一
六
年
当
時
、
電
気
事
業
が
「
事
業
竪
実
化
の
た
め
に
当

然
計
上
す
べ
き
」
減
価
償
却
率
と
し
て
、
後
に
指
摘
す
る
日
発
設
立
に
と
も
な
う
出
資
財
岸
評
価
に
用
い
ら
れ
た
事
業
設
備
の
綜
合
減
価

(
叩
岬
)

償
却
率
(
五
分
複
利
償
却
基
金
法
に
よ
る
)
を
あ
げ
て
い
る
。

的
門
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則



わ
が
国
の
戦
時
体
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
昭
和
一
四
年
に
価
格
等
統
制
令
、
翌
一
五
年
に
は
会
社
経
理
統
制
令
が
制
定
、
施
行
さ

れ
た
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
昭
和
一
七
年
に
は
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。

会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
で
は
、
資
本
金
五

O
Q万
円
以
上
の
会
社
に
、

一
定
の
耐
用
年
数
に
基
づ
く
残
存
価
額
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
に

よ
る
定
額
法
お
よ
び
定
率
法
に
よ
る
償
却
が
強
制
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
電
気
事
業
で
は
同
規
則
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
主
務

大
臣
で
あ
る
逓
信
大
臣
に
よ
る
通
牒
「
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
施
行
に
関
す
る
件
」
(
昭
和
一
七
年
九
月
)
に
お
い
て
、

別
に
定
め
ら
れ

た
設
備
別
耐
用
年
数
お
よ
び
所
定
の
残
存
価
額
に
も
と
づ
き
半
年
二
分
二
犀
五
毛
の
複
利
法
に
よ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
固

定
資
産
の
耐
用
年
数
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

水
力
発
電
設
備
(
土
地
、
建
物
、
備
品
以
外
)

三
五
年

火
力
発
電
設
備
ハ
同
〉

一

色

(U年

送
電
設
備
(
土
地
以
外
)

鉄
柱
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桂

三
五
年

木
桂

一一O
年

変
電
設
備
(
土
地
、
建
物
、
備
品
以
外
)

三

O
年

配
電
設
備
(
土
地
以
外
)

一
五
年

需
用
者
屋
内
設
備

‘一C
年

な
お
、
当
分
の
問
、
償
却
を
強
制
さ
れ
る
金
額
は
、
前
記
算
出
方
法
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
金
額
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
に
基
づ
く
電
気
事
業
の
減
価
償
却
範
囲
額
は
過
大
に
算
出
さ
れ
、
戦
時
体
制
下
で
基
幹
的
な
役
割
を
は
た
す

電
力
事
業
の
内
部
留
保
を
挺
進
す
る
と
い
う
機
能
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
固
定
資
産
の
耐
用
年
数
を
み
る
と
、
通
牒
で
は
前

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五
五



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五
六

述
し
た
よ
う
に
例
え
ば
水
力
発
電
設
備
(
土
地
、
建
物
、
備
品
以
外
)
三
五
年
、

火
力
発
電
設
備
(
土
地
、
建
物
、

備
品
以
外
)
二

O
年
と
規

定
し
て
い
た
が
、
豊
崎
稔
、
近
藤
亮
吉
岡
氏
は
昭
和
一
七
年
当
時
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。

「
逓
信
省
技
術
課
の
計
算
す
る
所
に

依
れ
ば
水
力
で
は

Q
・
八
一
二
形
、
火
力
で
は
二
・
一

O
%が
年
々
償
却
す
八
き
額
と
さ
れ
て
い
る
。
技
術
家
は
一
般
に
(
耐
用
年
数
を
|
大

(
川
叫
)

橋
〉
火
力
発
電
設
備
は
二

O
年
、
水
力
発
電
設
備
は
八

O
年
と
し
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
」
。

水
力
火
力
発
電
設
備
の
合
計
の
五
七
。
ハ

1
セ
ン
ト
、

昭
和
一
七
年
当
時
で
、
わ
が
国

さ
ら
に
昭
和
二
一
年
で
は
六
一
バ

1
セ
ン
ト
を
も
し
め
る
水
力
発
電
設
闘
の
耐
周
年

す
な
わ
ち
、

数
が
著
し
く
短
縮
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
戦
時
体
制
下
で
の
短
縮
さ
れ
た
耐
用
年
数
は
、
昭
和
二
一
年
の
会
社
経
理
統
制
令
の
魔
止
に
と
も
な
い
昭
和
二
二
年
に
は
通

常
事
態
に
即
応
す
る
た
め
の
法
人
税
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
、
水
力
発
電
設
備
囚
五
年
、
火
力
発
電
設
備
二
五
年
と
い
う

よ
う
に
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
延
長
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
減
価
償
却
に
つ
い
て
の
詰
規
定
を
検
討
し
て
く
る
と
、

そ
こ
で
は
、
課
税
所
得
の
計

算
、
外
債
に
か
か
わ
る
債
権
保
護
ま
た
料
金
計
算
な
ど
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
お
い
て
耐
周
年
数
、
償
却
方
法
な
ど
を
設
定

し
、
費
用
配
分
理
論
に
却
し
て
規
則
的
な
減
価
償
却
計
算
が
展
珂
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
特
に
所
得
税
法
の
規
定
は
、
次
章
で
電

力
企
業
の
減
価
償
却
の
実
樫
を
検
討
す
る
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
電
方
企
業
の
減
価
償
却
実
務
に
先
ん
じ
て
規
定
さ
れ
、
実
務

を
先
導
す
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
、
諸
規
定
に
先
導
さ
れ
た
減
価
償
却
は
、
現
実
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
次
章
で
は
電
力
企
業
の
減
価
償
却
の
実
態

ιつ
い
て
分
析
を
進
め
る
。

(

げ

〉

ハ
四
)

忠
佐
市
「
プ
レ
税
務
会
計
史
(
未
定
稿
)
」
『
商
学
集
志
』
(
日
本
大
学
)
第
四
四
巻
一
号
、
八
ペ
ー
ジ
。

木
村
鏑
蔵
『
電
気
事
業
に
於
け
る
減
価
償
却
』
昭
和
二
年
、
六
五
ペ
ー
ジ
。



〈
刊
印
)
木
村
、
前
掲
書
、
六
七
ペ
ー
ジ
。

(
初
)
木
村
、
前
掲
書
、
六
八
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
栗
原
東
洋
編
『
判
明
代
日
本
産
業
発
達
史
、
電
力
』
二
四
二
ペ
ー
ジ
。

(
沼
)
若
林
茂
信
、
斎
藤
進
『
電
気
事
業
会
計
』
三
八
四
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
開
業
五
十
年
史
』
東
京
電
燈
株
式
会
社
、
昭
和
一
一
年
、
二

O
八
ペ
ー
ジ
。

(
斜
)
例
え
ば
三
宅
晴
輝
氏
は
こ
の
間
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
外
債
は
利
子
の
外
に
金
約
款
に
基
く
減
損
償
却
金
或
は
規

定
償
還
の
ニ
方
面
か
ら
対
外
支
払
を
要
す
る
が
、
対
米
為
替
が
四
十
九
弗
八
分
の
三
を
維
持
し
て
ゐ
た
金
本
位
待
代
で
さ
え
相
当
な
負
担
で
あ
っ
た

の
に
、
一
丹
禁
止
後
は
為
替
の
釣
瓶
落
し
、
七
年
末
に
は
一
時
二
十
弗
台
を
割
っ
た
こ
と
さ
え
あ
る
仕
末
で
、
そ
の
負
担
増
加
は
倍
以
上
に
達
し
た
わ

け
で
あ
る
」
(
三
宅
晴
輝
円
電
力
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
読
本
』
一

O
九
ペ
ー
ジ
〉
。

(
お
)
ハ
お
〉
前
掲
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
開
業
五
十
年
史
』
二

O
九
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
『
電
気
事
業
法
制
史
』
電
力
政
策
研
究
会
、
一
五
五
ペ
ー
ジ
。

(
お
〉
若
林
、
斎
藤
、
前
掲
書
、
三
八
四
ペ
ー
ジ
。

(
m
m
)

若
林
、
斎
藤
、
前
掲
書
、
九
一
四
ペ
ー
ジ
。

(

m

む
当
時
の
わ
が
国
電
力
事
業
で
の
原
価
計
算
の
理
論
と
技
術
に
つ
い
て
、
電
気
庁
長
官
で
あ
っ
た
田
村
謙
治
郎
氏
は
、
「
こ
の
種
の
研
究
成
果
と

し
て
は
僅
か
に
外
国
の
学
者
に
多
少
の
参
考
と
な
し
得
る
も
の
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
し
、
電
気
料
金
認
可
基
準
の
制
定
に
当
っ
て
、

「
わ
が
国
に
拠
る
べ
き
資
料
の
な
か
り
し
た
め
」
ア
メ
リ
カ
公
益
事
業
委
員
会
の
裁
定
な
ど
を
参
考
に
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
田
村
謙
治
郎

『
戦
時
経
済
と
電
力
国
策
』
昭
和
一
六
年
、
二
一
五
ペ
ー
ジ
)
。

(
幻
〉
若
林
、
斎
藤
、
前
掲
書
、
九
一
五
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
若
林
、
斎
藤
、
前
掲
書
、
九
一
七
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
複
利
償
却
法
は
、
毎
年
の
減
価
償
却
額
と
、
そ
れ
を
一
定
利
率
の
複
利
で
運
用
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
利
息
総
額
と
の
合
計
額
が
、
耐
用
年

数
を
経
過
し
た
時
点
で
償
却
所
要
額
(
好
お
宮
盛
i
潮
岬
帯
責
遡
)
と
な
る
償
却
方
法
で
あ
る
。
従
っ
て
、
耐
用
年
数
の
後
期
に
前
期
に
比
し
て
多
額

に
償
却
す
る
こ
と
に
な
る
。
算
式
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
詳
し
く
は
、
例
え
ば
木
村
菊
蔵
『
電
気
事
業
経
済
』
ハ
二
四
九

i
二
五
一
ペ
ー

ジ
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五
七



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五
八

(
競
輪
銅
酋
l
剤
師
梢
富
強
)
X
円

D
b弓
迫
骨
糊
河

露
首
軽
口
滞
U

レ
医
降
雨
ア
ホ
古
市
P
い

(

H
十

円

)

ロ

l

H

円

l
当
」
旧
制

(
引
む
栗
原
東
洋
編
『
現
代
日
本
産
業
発
達
史
、
電
力
』
二
五
一
ペ
ー
ジ
。
さ
、
り
に
東
京
市
政
調
査
会
の
昭
和
七
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
料
金
決
定
の

基
準
お
よ
び
根
拠
は
当
時
な
か
っ
た
と
し
て
、
「
具
体
的
に
計
算
方
法
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
し
」
と
結
論
し
て
い
る
(
『
本
邦
電
気
供
給

事
業
ニ
関
ス
ル
調
査
』
東
京
市
政
調
査
会
、
昭
和
一
七
年
、
二
七
二
ペ
ー
ジ
〉
。

(
お
)
栗
原
編
、
前
掲
書
、
二
五
一
ペ
ー
ジ
。

(
M
C
若
林
、
斎
藤
、
前
掲
書
、
九
二
一
ペ
ー
ジ
。

(
幻
〉
若
林
、
斎
藤
、
前
掲
書
、
一
二
八
五
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
田
村
謙
治
郎
『
戦
時
経
済
と
電
力
国
策
』
昭
和
一
六
年
、
二
一
七

t
一
一
一
八
ペ
ー
ジ
。

(
鈎
)
若
林
、
斎
藤
、
前
掲
書
、
三
八
五

t
三
八
六
ペ
ー
ジ
。

(
川
相
)
豊
崎
稔
、
近
藤
亮
吉
「
我
国
屯
気
産
業
の
発
達
過
程
ハ
上
〉
」
『
社
合
政
策
時
報
』
第
二
六
二
号
、
昭
和
一
七
年
、
八
五
ペ
ー
ジ
。

(
担
)
一
一
一
谷
康
信
『
我
国
電
力
事
業
と
電
源
開
発
』
昭
和
二
三
年
、
一
四
ペ
ー
ジ
。

減
価
償
却
の
実
態

川
減
価
償
却
の
一
般
的
状
況

大
正
期
お
よ
び
昭
和
初
期
の
電
力
企
業
の
減
師
償
却
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
検
に
指
摘
す
る
五
大
電
力
を
中

心
と
し
た
分
析
に
先
だ
っ
て
、
電
力
企
業
の
一
般
的
な
状
況
お
よ
び
減
価
償
却
に
っ
て
い
の
一
般
的
な
状
、
況
を
明
ら
か
に
す
る
。

電
力
企
業
の
一
般
的
な
状
況
を
第

6
表
に
示
す
。
第

6
表
に
よ
る
と
、
明
治
期
か
ら
大
正
一
一
、

一
二
年
に
至
る
ま
で
の
期
間
は
、
金

業
数
の
増
大
と
固
定
資
産
、
払
込
資
本
額
の
増
大
の
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
電
気
事
業
の
全
国
へ
の
普
及
と
規
模

の
大
型
化
が
進
展
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
一
ニ
年
か
ら
昭
和
四
年
の
大
恐
慌
ま
で
の
期
間
は
、
企
業
数
が
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な
い
状



第6表 わが国電気事業の概況
(単位:100万円〉

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

年 次|払込資本金l固定資産|利益金!号室|事〈fp
明治40年 89 80 8 11.1 116 

41年 104 104 9 10.1 135 

42年 120 123 12 10.7 154 

43年 169 165 16 11.4 201 

44年 243 269 16 6.8 248 

45年 286 335 21 8.3 327 

大正2年 397 477 27 8.1 404 

3年 460 556 30 7.1 461 

4年 488 600 37 8.0 510 

5年 513 620 47 9.4 546 

6年 578 676 62 11.3 573 

7年 646 737 73 12.0 584 

8年 762 859 88 12.5 611 

9年 949 1，041 118 12.5 648 

10年 1，200 1，291 149 12.5 691 

11年 1，507 1，686 188 12.5 702 

12年 1， 703 2，039 192 10.1 729 

13年 2，012 2，466 217 10.8 738 

14年 2，218 2，769 252 11.4 732 

15年 2，453 3，177 289 11. 4 728 

昭和2年 2，677 3，667 279 10.5 720 

3年 2，868 3，912 282 9.9 732 

4年 3，019 4，478 301 10.0 733 

5年 3，180 4，657 255 9.0 733 

6年 3，234 4，755 227 7.0 816 

7年 3，326 4，888 195 5.9 818 

8年 3，494 5，194 183 5.2 804 

9年 3，956 5，749 205 5.2 788 

10年 3，484 5，894 225 6.5 768 

11年 3，660 5，985 289 7.9 731 

12年 4，515 6， 185 307 6.8 664 

五
九

i主 『電気事業要覧~， w電気事業概況Jによる。『現代日本産業発達史，電力』
栗原東洋編， ~我国電力事業と電源開発』三谷康信， ~本邦百三気供給事業ニ関
スル調査』東京市政調査会，小桜義明「日本資本主義確立期における電力国

家政策の形成と都市電気業統制JW経済論叢』第111巻5・6号より作表。



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

ノ、。

況
の
な
か
で
、
大
幅
に
固
定
資
産
が
増
大
し
て
き
た
。
ま
た
、
資
本
調
達
の
側
面
で
は
、
急
激
な
固
定
資
産
の
増
大
を
払
込
資
本
の
み
に

よ
っ
て
調
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
社
債
な
ど
に
よ
ろ
負
債
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
特
に
企
業
合
同
が
急
速
に
進
め

一
一
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
七

O
社
、
七
三
社
が
合
併
な
い
し
譲
渡
さ
れ
た
と
い
帰
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
後

ら
れ
、
例
え
ば
大
正
一

O
年、

に
指
摘
す
る
五
大
電
力
会
社
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
世
界
大
恐
慌
以
降
に
は
、
固
定
資
産
増
加
率
の
低
下
お
よ
び
利
益
率
が
低
下
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
大

E
、
昭
和
期
の
わ

が
国
電
力
事
業
は
大
幅
な
電
力
需
要
に
支
え
ら
れ
た
電
力
企
業
の
増
大
、

さ
ら
に
電
力
企
業
の
吸
収
合
併
の
結
果
と
し
て
の
五
大
電
力
の

形
成
、
ま
た
恐
慌
を
契
機
と
す
る
国
家
管
理
の
展
闘
と
い
う
過
程
を
た
ど
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

わ
が
国
電
力
企
業
の
減
価
償
却
は
、
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
五
大
電
力
を
中
心
と
す
る
企
業
合
併
で
の
水
増
資
産
お
よ

び
設
備
投
資
に
よ
る
固
定
資
産
の
増
大
、

さ
ら
に
大
恐
慌
を
契
機
と
す
る
収
益
性
の
低
下
の
な
か
で
、
企
業
が
ど
の
よ
う
に
水
増
資
産
ま

た
利
益
率
低
下
等
の
問
題
を
回
避
し
て
い
く
か
と
い
う
経
営
政
策
を
展
開
す
る
な
か
で
実
施
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
電
力
企
業
の
一
般
的
な

状
況
に
続
い
て
、
五
大
電
力
の
状
況
を
第
7
表
お
よ
び
第
8
表
に
よ
っ
て
検
討
し
よ
う
。
第
7
表
に
よ
っ
て
昭
和
一
一
年
当
時
の
五
大
電

力
の
状
況
を
み
る
と
、
払
込
資
本
金
で
全
電
気
供
給
業
の
三
宝
パ
ー
セ
ン
ト
、
固
定
資
産
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
発
電
力
三
九
パ

i
セ
ン

ト
、
利
益
金
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
よ
う
に
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
東
京
電
燈
の
占
め
る
割
合
が

き
わ
め
て
大
き
い
。
と
こ
ろ
で
第
7
表
の
数
値
ほ
各
五
大
電
力
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
直
系
会
社
、
傍
系
会
社
を
含
め
る

と
、
昭
和
一
一
年
一
二
月
末
現
在
で
全
国
発
電
力
(
水
火
力
合
計
)
の
内
、
五
大
電
力
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
占
め
る
割
合
は
六

0
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
に
も
達
す
る
と
い
ゆ
γ

さ
ら
に
、
五
大
電
力
の
営
業
状
況
を
第
8
表
に
よ
っ
て
み
ろ
と
、
昭
和
七
年
か
ら
九
年
頃
に
か
け
て
、
払
込
資
本
利
益
率
が
低
下
し
て



第7表全電力業に於ける五大電力の位地

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

10 年 末
11 年上期末 (%) 

項 目

吉宗害|霊童|罰|話|割|主治立全電気供給業

×資 本 金

内公 称 3，986百万円 32 11 6 5 5 5 

ナム 込 3，083 11 35 14 7 5 5 4 

×社債借入金 2， 571 11 33 15 4 4 5 4 

ム国 定 資 産 3，652 11 47 21 8 6 6 6 

内発電設備 1，750 11 40 17 5 6 7 4 

送電設備 502 11 61 28 7 10 8 7 

変電設備 348 11 60 26 7 7 9 10 

配電設備 732 11 42 21 10 2 1 7 l' 

需用者屋内設備 226 11 38 20 15 1 1 2 1， 

※発 電 力 5，138千キロ 39 15 6 8 6 4 I 

内水力発電力 3，408 11 34 14 3 6 7 3 

火力発電力 2，638 11 32 10 6 7 4 4 

※供 給 量

取付電燈 42，478千燈 45 30 13 1 1 1 

取付電力 4，178千キロ 78 30 12 12 11 15 

ム収 入 589百万円 33 14 6 4 4 4 

内電 燈 料 205 11 26 18 7 1 1 1 

電 力 料 366 11 34 11 5 6 6 6 

ム支 出(償却前〉 422 11 29 13 5 3 4 4 l' 

内発力電料電費・購入電 217 11 19 9 5 4 1 1 

送費・変力費 18 11 23 10 4 4 3 3 

配力費・屋内費 49 11 19 10 6 1 1 2 

業務費・総係費 31 11 37 16 12 3 3 4 

ム利 4ナ且セム 金 167 11 41 18 9 6 5 4 

内{賞 去P 69 11 35 13 7 5 4 5 

ー』

ノ¥

注 (1) ※は全電気事業，ムは全供給事業， xは株式会社供給業。
(2) 三宅晴輝『電力コンツェルン読本~ (昭和12年)204~205ページ。



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

五大電力の業績

払金込五大計資本電 豆利力合益大金電計 利五力平大益均率電
配当率(%)

年 度
カ合 議|欝|詔|詰 I~治主
(千円〉 (千円〉 (%) 

昭和6年下期 889，521 36，698 8.3 3 7 6 7 8 

7年上期 889，521 33，862 7.6 3 7 6 5 6.5 

下期 898，698 30，304 6.7 2 5 4 5 5 

898，698 32，018 7.1 無配 5 無配 5 5 

下期 898，698 32，437 7.2 /1 5 11 5 無配

9年上期 903，989 38，225 8.4 !I 6 11 5 11 

下期 923，034 46，555 10.1 4 7 11 6 11 

10年上期 950，534 56，586 11. 9 6 7 5 6 11 

下期 950，534 57，314 12.0 7 8 5 7 5 

11年上期 1，071，745 69，597 12.6 8 8 6 7 6 

第8表

ノ¥

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
五
大
電

力
で
は
配
当
率
が
低
下
し
た
。
な
か
で
も
東
京
電
燈
、
大
同
電

力
、
宇
治
川
電
気
で
は
一
時
的
で
あ
る
と
は
い
え
無
配
に
陥
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
電
気
事
業
の
全
般
的
な
状
況
を

第
6
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
昭
和
七
年
、
八
年
、
九
年
の
利
益

三宅晴輝『電力コγツヱlレン読本A194-195ページ。

率
は
そ
れ
ぞ
れ
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
・
コ
パ
ー
セ
ン
ト
、

五
-
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
五
大
電
力
の
七

t
八
パ

1
セ
ン
ト
の
利
益
率
は
こ
れ
に
比
べ
て
か
な
り
高
い
も
の
で
あ

っ
た
。と

乙
ろ
で
、
こ
う
し
た
電
気
事
業
の
一
般
的
な
状
況
の
も
と

で
減
制
償
却
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
個

別
的
な
主
要
電
力
企
業
の
減
価
償
却
の
実
態
に
つ
い
て
は
後
に

指
摘
す
る
が
、
ま
ず
減
価
償
却
の
全
般
的
な
状
況
に
つ
い
て
検

討
し
よ
う
。

木
村
調
蔵
氏
に
よ
る
と
、
大
正
一

0
年
代
当
時
の
電
気
事
業

会
社
の
減
価
償
却
の
取
扱
方
法
は
、
次
の
三
つ
の
方
法
に
整
理

注

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
第
一
は
、
減
損
額
を
損
失
勘
定



と
し
て
そ
の
固
定
資
産
よ
り
直
接
に
引
落
す
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
方
法
は
減
価
額
に
対
し
て
準
備
金
を
積
立
る
方
法
で
、
減
価
償
却
勘

定
す
な
わ
ち
控
除
勘
定
と
し
て
減
価
償
却
準
備
金
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
万
方
法
は
、
現
在
の
固
定
資
産
の
取
替
の
た
め
に
減

価
償
却
基
金
を
積
立
る
方
法
で
あ
る
。
木
村
氏
は
以
上
の
認
識
に
基
づ
い
て
大
正
一
一
年
、

一
四
年
に
減
価
償
却
の
実
態
調
査
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
第
二
の
方
法
で
の
減
価
償
却
勘
定
と
第
コ
お
方
法
で
の
減
価
償
却
基
金
と
を
、
外
部
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
た
め
、
い
づ
れ
も
減
価
償
却
勘
定
(
控
除
勘
定
)
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。
木
村
氏
の
調
査
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
次
調
査
(
七
一
社
の
電
気
事
業
会
社
に
つ
き
、
大
正
一
一
年
下
期
を
基
準
と
す
る
)

て
損
失
勘
定
で
取
扱
う
も
の

四
五
社

二
、
控
除
勘
定
と
し
て
取
扱
う
も
の

一
二
社

三
、
貸
借
対
照
表
に
は
い
わ
ゆ
る
減
価
償
却
積
立
金
を
設
置
し
、
な
お
、
損
失
勘
定
に
於
て
も
償
却
を
行
う
も
の

六
社

考
課
状
面
よ
り
は
減
価
償
却
を
行
っ
た
形
跡
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の

四
五
社

第
二
次
調
査
(
四
三

O
社
の
電
気
事
業
会
社
に
つ
き
、
大
正
一
周
年
下
期
を
基
準
と
す
る
)

て
損
失
勘
定
で
取
扱
う
も
の

七
九
社

二
、
控
除
勘
定
と
し
て
取
扱
う
も
の

一
四
一
社

一
二
、
貸
借
対
照
表
に
は
い
わ
ゆ
る
減
価
償
却
積
立
金
を
設
定
し
、
な
お
、
損
失
勘
定
に
於
て
も
償
却
を
行
う
も
の

表
面
上
減
価
償
却
を
行
わ
な
い
も
の

五
八
社

一
五
二
社

以
上
の
ニ
回
の
調
査
に
基
づ
い
て
木
村
氏
は
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。

「第

考
課
状
の
表
面
上
よ
り
見
て
、
可
な
り
多
く
の
電
気
事
業
者
が
減
価
償
却
な
る
事
実
を
重
要
し
て
居
ら
ぬ
こ
と
を
知
る
。
.

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

ノ、



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

ノ、

四

中
略
:

E

(

し
か
し
、
大
橋
〉
其
一
つ
一
つ
の
会
社
に
於
て
検
し
て
見
る
と
、
総
係
費
と
か
、
保
存
費
と
か
の
損
失
勘
定
が
計
上
し
て
あ
る

か
ら
、
或
る
意
味
よ
り
見
て
全
然
軽
視
し
て
居
る
と
は
言
へ
な
い
も
の
も
あ
る
。
比
第
一
部
類
に
入
る
も
の
は
比
較
的
小
規
模
の
電
気
事

業
者
が
多
い
。

第

一
般
的
傾
向
と
し
て
電
気
事
業
者
は
減
価
償
却
問
題
に
注
意
を
払
ふ
こ
と
と
な
ヮ
た
こ
と
。
:
・
中
略
:
・

損
失
勘
定
に
於
て
減
価
償
却
を
行
っ
て
居
る
会
社
中
に
も
、
実
際
に
生
じ
た
減
損
を
の
み
填
補
し
て
行
く
方
法
を
と
っ
て
居
る

も
の
が
可
な
り
あ
る
。
之
は
観
方
に
よ
っ
て
は
減
価
償
却
を
行
っ
て
居
ら
な
い
も
の
と
も
観
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
極
め
て
危
険
な
取

第
扱
方
法
と
断
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
四

貸
借
対
照
表
上
減
価
償
却
準
備
金
其
他
類
似
の
名
称
を
用
ひ
て
居
る
減
価
償
却
額
の
計
上
方
法
は
全
部
控
除
勘
定
と
し
て
取
扱

っ
て
居
る
も
の
と
推
定
し
た
が
、
此
点
は
会
社
会
社
に
よ
り
実
情
を
調
査
せ
ぬ
限
り
不
明
で
あ
る
。
・
中
略
:
・
此
部
類
の
取
扱
に
於
て
も

毎
期
定
額
の
積
立
額
を
計
上
せ
ず
、
利
益
あ
る
場
合
に
限
り
行
っ
て
居
る
も
の
も
少
く
な
い
。

第
五

考
課
状
面
の
貸
借
対
照
表
上
に
於
て
減
価
償
却
準
備
金
を
積
み
、

一
方
損
失
勘
定
と
し
て
一
定
の
償
却
を
行
っ
て
居
る
も
の
が

相
当
あ
る
。
其
当
局
者
の
志
向
を
覗
ひ
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
:
田
中
略
:
・
此
場
合
の
準
備
金
は
私
の
所
謂
減
価
償
却
基
金
と
認
め
る

の
が
正
当
の
様
で
あ
る
」
。

以
上
の
木
村
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、

一
般
的
に
減
価
償
却
が
軽
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
調
査
結
果
と
し
て
減
価
償
却
が
実
施
さ
れ

て
い
た
事
例
で
も
、
そ
の
実
質
は
実
際
に
生
じ
た
減
損
の
補
填
、
あ
る
い
は
利
益
の
あ
る
場
合
に
限
っ
て
減
価
償
却
積
立
金
を
計
上
す

る
、
ま
た
固
定
資
産
の
取
替
の
た
め
の
減
価
償
却
基
金
を
準
備
す
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
場
合
が
多
分
に
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
大

E
一
四
年
下
期
で
四
二
一

O
社
中
そ
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
二
七
八
社
が
減
価
償
却
を
実
施
し
た
と
い
う
結
果



は
、
木
村
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
費
用
配
分
計
算
と
し
て
の
減
価
償
却
の
実
施
と
は
異
な
る
内
容
を
も
っ
て
い
た
。
な
お
、
木
村
氏

は
電
気
事
業
の
初
期
に
お
い
て
減
価
償
却
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、

「
事
業
用
の
諸
資
産
は
十
年
二
十
年
経
過
し

な
け
れ
ば
減
価
は
眼
に
見
え
て
来
な
い
」
こ
と
、
第
二
に
「
固
定
資
産
の
償
却
を
為
し
得
る
だ
け
の
利
益
が
挙
が
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
、

第
三
に
「
会
計
上
の
研
究
が
不
足
し
て
居
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
料
金
問
題
に
加
え
第
一
に
「
事

業
の
過
大
固
定
の
弊
害
を
痛
切
に
感
じ
始
め
」
る
に
至
り
、
減
価
償
却
の
必
要
が
次
第
に
明
瞭
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し

(

M
叩

)

て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
東
京
市
政
調
査
会
の
調
査
に
よ
っ
て
も
跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
京
市
政
調
査
会
は
昭
和
七
年
に

公
表
し
た
電
気
供
給
事
業
じ
関
す
る
調
査
で
、
減
価
償
却
の
「
計
算
は
科
学
的
根
拠
の
下
に
之
を
行
い
居
る
例
少
さ
が
如
ぱ
」
と
結
論
つ

け
て
い
る
。

一
般
的
に
は
、
昭
和
五
、
六
年
当
時

ιあ
っ
て
さ
え
、
木
村
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
計
画
的
、
規
則
的
に
償
却
計
算
を
実

施
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
京
市
政
調
査
会
の
調
査
は
、
若
干
の
企
業
に
つ
い
て
減
価
償
却
の
計
算
方
法
に
関
す
る
報
告
を
得
た
と
い
う
。
そ

の
一
例
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
阪
神
急
行
電
鉄
株
式
会
社

同
社
減
価
償
却
に
関
す
る
事
業
資
産
の
耐
用
年
限
基
準
左
の
如
し
。

発
電
機

二

O
年

送
電
線
路

五
O
年

配
電
線
路

二

O
年

需
用
家
屋
内
工
作
物

コ
O
年

需
用
家
用
電
気
計
器

一O
年

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

ハ五



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

、一、
ノ
一
ノ

事
業
資
産
の
種
類

同
社
減
価
償
却
に
関
す
る
諸
基
準
左
の
如
し
。

事
業
資
産
の
耐
用
年
限

原
価
に
対
す
る
残
存
価
橋
の
割
合

発
電
機

送
電
線
路

木
桂

一O
年

配
電
線
路

電
線
、
柱
上
変
圧
器

需
用
家
屋
内
工
作
物

需
用
家
用
電
気
計
器

二

O
年

一Q
M
m

一O
二

O
年

一O
M

鉄
柱
、
鉄
塔

五
O
年

電
線
雑
器
具

一
五
年

一
五
五

O
年

Q 
% 

一
五
年

鉄
柱
、
鉄
塔

五
(
〉
年

平
均
一
五
年

一Q
w
m

。
年

一Q
M

日
本
電
力
株
式
会
社

同
社
事
業
資
産
の
耐
周
年
限
左
の
如
し
。

水
力
発
電
所

五
O
年

変
電
所

二一

O
年

配
電
線

二

O
年

東
邦
電
力
株
式
会
社

火
力
発
電
所

二
五
年

鉄
塔
送
電
線

五
年

木
桂
電
話
線

一
七
年

同
社
は
定
款
所
定
に
従
ひ
毎
年
建
設
費
の
一
労
を
償
却
し
外
に
必
要
に
応
じ
て
増
額
償
却
を
行
ひ
居
れ
り
。
固
定
資
産
よ
り
直
接
控



除
す
る
も
の
と
す
。

大
阪
電
力
株
式
会
社

固
定
資
産
額
中
の
主
要
部
分
を
占
む
る
配
電
線
及
屋
内
設
備
に
在
り
て
は
常
に
維
持
改
修
に
多
額
の
修
繕
費
を
支
出
し
居
る
た
め
耐

周
年
限
も
次
第
に
伸
長
す
る
こ
と
と
な
り
従
て
償
却
方
法
も
一
般
工
場
経
営
と
は
幾
分
趣
き
を
異
に
し
著
し
く
計
算
複
雑
す
る
を
以

て
、
本
社
に
在
り
て
は
固
定
資
産
の
時
価
を
推
定
し
比
較
的
割
高
な
る
資
産
償
却
の
計
算
方
法
を
採
用
す
。

関
東
水
力
電
気
株
式
会
社

減
価
償
却
は
未
だ
計
上
す
る
に
至
ら
ず
、
現
在
は
同
社
に
於
て
穏
当
と
認
め
た
る
価
格
に
達
す
る
迄
財
産
評
価
損
金
と
し
て
総
額
よ

り
切
下
げ
を
為
し
居
る
も
の
な
円
」
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
日
本
電
力
で
は
水
力
発
電
所
五

O
年
、
火
力
発
電
所
二
五
年
の
耐
用
年
限
を
基
準
と
し
て
減
価
償
却
を
実
施

し
た
と
い
う
。
ま
た
鉄
道
業
と
電
気
事
業
を
兼
営
す
る
阪
神
急
行
電
鉄
、
京
阪
電
気
鉄
道
で
も
耐
周
年
限
あ
る
い
は
残
存
価
額
の
基
準
を

定
め
減
価
償
却
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
東
邦
電
力
で
は
建
設
費
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
外
に
、
必
要
に
応
じ
て
増
加
償
却
を
行
い
、
ま
た

大
阪
電
力
で
は
時
価
の
推
定
に
基
づ
き
比
較
的
割
高
な
償
却
を
実
施
し
た
と
い
う
。
こ
の
報
告
に
よ
っ
て
も
、
当
時
の
電
気
事
業
の
減
価

償
却
で
は
、
耐
用
年
数
を
設
定
し
た
規
則
的
な
償
却
計
算
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
年
当
時
の
減
価
償
却
の
状
況
を
東
京
市
政
調
査
会
の
資
料
よ
り
作
成
し
た
第
9
表
に
よ
っ
て
検
討
し
よ
う
。
第
9
表

は
固
定
資
産
一
、

0
0
0万
円
以
上
の
四
一
社
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
お
よ
び
減
価
償
却
等
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
わ
が
国
の
主
要
電
力
企
業
で
は
昭
和
五
年
当
時
に
は
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
企
業
が
営
業
支
出
と
し
て
、
総
支
出
の
平
均
七
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
の
減
価
償
却
を
計
上
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
全
体
的
に
は
固
定
資
産
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
の
減
価

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

六
七



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

六
八

(昭和5年，単位:1，000円〉

事 業 者 |固定資産 l総収入|総支出|事価償却l利益
京阪電気鉄道 10，966 29，304 24，315 3，987 4，989 

大同電力 171，940 37，931 26，046 11，884 

宇治川電気 161，255 36，597 28，130 1，650 8，467 

南海鉄道 18，817 15，589 9，646 (170) 5，942 

日本電力 138，689 24，235 14，994 1， 750 9，240 

東京電燈 781，730 116，103 96，255 8，000 19，848 

鬼怒川水力電気 37，389 6，257 3，977 470 2，280 

京都電燈 84，257 20，537 15，577 1，020 4，959 

東邦電力 145， 152 58，799 45，981 2，052 12，818 

矢作水力 15，838 3，043 1，791 390 1，252 

富士電力 26，656 3，345 2，123 261 1，221 

広島電気 75，089 12，735 7，990 700 4，744 

九州水力電気 79，215 20，935 13，415 800 7，520 

北海水力電気 24，604 5，233 3，920 400 1，313 

王子製紙 11，569 1，884 1，143 740 

熊本電気 31，714 7，295 4，239 3，055 

中国合同電気 45，921 9，618 6，593 563 3，024 

鹿児島電気 10，541 1，922 1，386 120 535 

新潟電気 32，442 6，992 4，766 350 2，225 

関東水力電気 25，724 3，070 1， 925 200 1，144 

揖斐 JI[電気 18，311 2，659 2，594 350 64 

九州電気軌道 18，489 9， 160 4， 130 200 5，029 

北海道電燈 57，662 10，614 6，319 1，250 4，294 

伊予鉄道電気 28，494 7，128 4，142 2，985 

四国水力電気 13，585 3，439 1，860 420 1，579 

日本海電気 6，665 4，575 300 2，090 

減価償却の状況第 9表



事 業 者 |固定資産 l総収入 i総支出 品価償却|利益|
長野電燈 10，529 3，079 1，939 500 1，140 

信野電気 14，825 4，031 2，802 270 1，228 

天官官川電力 15，399 1，432 483 948 

中部電力 25，827 2，293 1，236 210 1， 057 

盛岡電燈 17，754 2，939 1，957 67 981 

山陽中央水電 37，169 7，480 5，364 433 2，116 

九越水力電気 10，557 2，659 10，287 749 3，905 

合同電気 108，451 14，193 317 121 

九州送電 11，830 1， 883 1，354 100 528 

東部電力 35，825 4，923 3，133 400 1，790 

阪神電気鉄道 13，841 13，337 7，697 66 5，640 

福島電燈 19，556 3，142 2，681 245 460 

出雲電気 19，616 3，179 1，812 128 1，366 

中央電気 25，190 4，823 3，521 342 1，302 

日本水電 15，969 3，551 2，615 375 936 

合 計 I 2，609，8引…|…|  …一

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

注 (1) 所有固定資産1，000万円以上の企業を対象としている。

(2) r屈定資産」は電気供給用の宙定資産である。なお「減価償却」の
( )の値は利益処分として処理しているものである。

(3) W本邦電気供給事業ニ関スノレ調査』東京市政調査会，付表42~47ぺー

ジより作表。

償
却
を
計
上
し
て
い
た
が
、

前
述
し
た
東
邦
電
力
、
日
本

電
力
で
は
固
定
資
産
に
た
い

し
て
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り

に
も
の
ぼ
る
償
却
費
を
計
上

し
て
い
た
。
さ
ら
に
補
足
す

る
と
、
前
述
の
木
村
氏
の
指

摘
に
よ
る
と
大
正

四
年

上
、
下
両
期
決
算
に
つ
い
て

資
本
金
二

O
O万
円
以
上
の

電
燈
、
電
力
供
給
を
主
と
す

る
七
四
社
(
下
期
は
六
五
社
)

で
は
、
固
定
資
産
に
対
し
て

双
方
と
も
年
約

0
・
七
二
パ

1
セ
ン
ト
の
償
却
費
を
計
上

(
必
)

し
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ

九



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

七。

ち
、
時
期
は
多
少
異
な
る
と
は
い
え
、
第
9
表
の
主
要
四
一
社
で
固
定
資
産
の
一
・

O
入
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
値
に
対
し
て
、
よ
り
規

模
の
小
さ
い
企
業
を
含
め
た
七

O
社
あ
ま
り
の
企
業
で
は

0
・
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
価
償
却
を
計
上
し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

一
般
的
に
は
、
主
要
電
力
企
業
に
よ
っ
て
多
額
に
減
価
償
却
が
計
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
第
9
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
減
価
償
却
の
計
上
は
、

ほ
と
ん
ど
の
企
業
に
お
い
て
ラ
ウ
ン
ド
・
ナ
ン
バ
ー
で
な
さ

れ
、
当
時
の
減
価
償
却
が
計
画
的
な
償
却
計
算
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
固
定
資
産
の
減
損
の
状
況
に
応
じ
て
、

ま
た
利
益
、
配
当
等

の
状
況
に
応
じ
て
適
宜
に
計
上
さ
れ
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
電
力
企
業
の
減
価
償
却
の
状
況
は
、
徐
々
に
そ
の
計
上
が
一
般
化
し
、
昭
和
初
期
に
は
減
価
償
却

は
利
益
処
分
と
し
て
で
は
な
く
費
用
と
し
て
計
上
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
計
上
は
、

一
部
に
は
耐
用
年
数
な
ど
の
設
定
に
基

た づ
く
計
上
が
実
施
さ
れ
た
と
は
い
え
、
全
般
的
に
は
規
則
的
な
も
の
で
は
な
く
状
況
に
応
じ
て
適
宣
に
計
上
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

(

必

)

(
必
〉

(
必
)

(
必
〉

ハ
必
)

(
円
引
)

(
川
切
)

(

必

)

『
電
気
事
業
発
達
史
』
新
電
気
事
業
講
座
編
集
委
員
会
、
四
三
ペ
ー
ジ
。

『
電
気
事
業
再
編
成
史
』
電
気
事
業
再
編
成
史
刊
行
会
、
昭
和
二
七
年
、
五
九
ペ
ー
ジ
。

木
村
菊
蔵
『
電
気
事
業
に
於
け
る
減
価
償
却
』
二
四
1
二
五
ペ
ー
ジ
。

木
村
、
前
掲
書
、
二
五
J
二
六
ペ
ー
ジ
。

木
村
、
前
掲
書
、
一
九
ペ
ー
ジ
。

『
本
邦
電
気
供
給
事
業
一
一
関
ス
ル
調
査
』
東
京
市
政
調
査
会
、
五
一
九
ペ
ー
ジ
。

前
掲
『
本
邦
電
気
供
給
事
業
ニ
関
ス
ル
調
査
』
五
二

o
i五
二
一
ペ
ー
ジ
。

木
村
、
前
掲
書
、
三
ペ
ー
ジ
。

(
未
完
)

(
付
記
)

本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
〔
総
合
研
究
A
〕
補
助
金
に
基
づ
く
研
究
報
告
の
一
部
で
あ
る
。




